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2.生活実態調査（保護者） 

2.1調査回答者の基本属性等 

問１．お子さんとあなたとの関係は、次のどれにあたりますか。お子さんからみた続柄(つづきがら)で 

お答えください。 

調査回答者の、子どもからみた続柄は、小学生では「母親（継母を含む）」が 89.2％、「父親（継父を

含む）」が 9.7％、「祖父母」が 0.1％、中学生では「母親（継母を含む）」が 89.1％、「父親（継父を含

む）」が 9.3％、「祖父母」が 0.3％となっています。 

図表 2.1.1 子どもとの続柄 

  

  

母親 

（継母を含む） 

父親 

（継父を含む） 
祖父母 その他 

不明・ 

無回答 
全体 

小学生 
件数 2,609  283  4  6  24  2,926  

割合 89.2% 9.7% 0.1% 0.2% 0.8% 100.0% 

中学生 
件数 2,482  260  9  6  29  2,786  

割合 89.1% 9.3% 0.3% 0.2% 1.0% 100.0% 

        

(県)小学生 
件数 718 111 6 0 1 836 

割合 85.9% 13.3% 0.7% 0.0% 0.1% 100.0% 

(県)中学生 
件数 591 89 6 1 0 687 

割合 86.0% 13.0% 0.9% 0.1% 0.0% 100.0% 

 

図表 2.1.2 子どもとの続柄（等価世帯収入別） 

  

  

母親 

（継母を含む） 

父親 

（継父を含む） 
祖父母 その他 全体 

小学生 

 

中央値以上 
件数 1,295 168 2 1 1,466  

割合 88.3% 11.5% 0.1% 0.1% 100.0% 

中央値の 2 分の 1

以上中央値未満 

件数 945 88 0 0 1,033  

割合 91.5% 8.5% 0.0% 0.0% 100.0% 

中央値の 2 分の 1

未満 

件数 176 17 1 1 195 

割合 90.3% 8.7% 0.5% 0.5% 100.0% 

中学生 

 

中央値以上 
件数 1,234 131 1 1 1,367 

割合 90.3% 9.6% 0.1% 0.1% 100.0% 

中央値の 2 分の 1

以上中央値未満 

件数 907 102 3 1 1,013 

割合 89.5% 10.1% 0.3% 0.1% 100.0% 

中央値の 2 分の 1

未満 

件数 194 14 4 0 212 

割合 91.5% 6.6% 1.9% 0.0% 100.0% 

※等価世帯収入別の表は無回答を含まないため、小学生・中学生別の各項目の合計値は、それぞれの総

和と一致しない。 
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図表 2.1.3 子どもとの続柄（世帯別） 

  

  

母親 

（継母を含む） 

父親 

（継父を含む） 
祖父母 その他 全体 

小学生 

 

ふたり親 
件数 2,378 254 2 0 2,634 

割合 90.3% 9.6% 0.1% 0.0% 100.0% 

ひとり親 
件数 220 28 2 6 256 

割合 85.9% 10.9% 0.8% 2.3% 100.0% 

母子世帯 
件数 220 0 0 0 220 

割合 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

中学生 

 

ふたり親 
件数 2,198 221 3 2 2,424 

割合 90.7% 9.1% 0.1% 0.1% 100.0% 

ひとり親 
件数 272 36 5 4 317 

割合 85.8% 11.4% 1.6% 1.3% 100.0% 

母子世帯 
件数 272 0 0 0 272 

割合 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

※世帯別の表は無回答を含まないため、小学生・中学生別の各項目の合計値は、それぞれの総和と一致

しない。 
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問２．お子さんと同居し、生計を同一にしているご家族の構成と人数をお答えください。単身赴任(ふに

ん)中の方や学業のために世帯を離れているお子さんがいる場合には、ご家族の人数に含めて教え

てください。 

子どもと同居し、生計を同一にしている家族に含まれる方としては、小学生では「母親」が 95.9％、

「父親」が 90.5％、「祖父母」が 31.7％、「兄弟姉妹」が 95.4％、「その他」が 2.9％、中学生では「母

親」が 95.3％、「父親」が 87.4％、「祖父母」が 31.7％、「兄弟姉妹」が 94.6％、「その他」が 2.7％

となっています。 

図表 2.2.1 同居家族に含まれる方 

  

  
母親 父親 祖父母 兄弟姉妹 その他 

不明・ 

無回答 
全体 

小学生 
件数 2,807  2,647  928  2,792  85  38  2,926  

割合 95.9% 90.5% 31.7% 95.4% 2.9% 1.3% 100.0% 

中学生 
件数 2,656  2,434  883  2,635  76  46  2,786  

割合 95.3% 87.4% 31.7% 94.6% 2.7% 1.7% 100.0% 

         

(県)小学生 
件数 828 783 205 707 27 0 836 

割合 99.0% 93.7% 24.5% 84.6% 3.2% 0.0% 100.0% 

(県)中学生 
件数 670 618 239 579 35 1 687 

割合 97.5% 90.0% 34.8% 84.3% 5.1% 0.1% 100.0% 

子どもと同居し、生計を同一にしている家族の人数は、小学生・中学生ともに、「４人」が 42.2％、

40.3％と最も高く、次いで「５人」が 24.2％、24.6％、「３人」が 12.7％、13.8％となっています。 

 

図表 2.2.2 同居家族の人数 

  

  
2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 人 8 人以上 

不明・ 

無回答 
全体 

小学生 
件数 38  371  1,235  709  273  132  59  109  2,926  

割合 1.3% 12.7% 42.2% 24.2% 9.3% 4.5% 2.0% 3.7% 100.0% 

中学生 
件数 61  385  1,123  686  289  111  33  98  2,786  

割合 2.2% 13.8% 40.3% 24.6% 10.4% 4.0% 1.2% 3.5% 100.0% 

           

(県)小学生 
件数 10 99 318 235 99 44 20 11 836 

割合 1.2% 11.8% 38.0% 28.1% 11.8% 5.3% 2.4% 1.3% 100.0% 

(県)中学生 
件数 16 81 232 179 107 52 20 0 687 

割合 2.3% 11.8% 33.8% 26.1% 15.6% 7.6% 2.9% 0.0% 100.0% 
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問３．お子さんの親の現在の年齢についてお答えください。 

(1)全体 

保護者の年齢について、小学生では、母親が「40～44 歳」が 37.9%、「45～49 歳」が 25.0%、

「35～39歳」が 21.2%、父親が「40～44歳」が 31.1%、「45～49歳」が 29.0%、「35～39歳」、

15.4%となっています。中学生では、母親が「45～49歳」が 36.1%、「40～44歳」が 31.6%、「50

歳以上」が 16.1%、父親が「45～49歳」が 33.5%、「50歳以上」が 25.5%、「40～44歳」が 24.0%

となっています。 

 

  

0.3 

0.2 

0.0 

0.1 

5.3 

2.2 

1.3 

0.6 

21.2 

15.4 

12.0 

6.4 

37.9 

31.1 

31.6 

24.0 

25.0 

29.0 

36.1 

33.5 

7.3 

14.7 

16.1 

25.5 

3.0 

7.3 

2.9 

9.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

母親 [小学生]

n=2,926

父親 [小学生]

n=2,926

母親 [中学生]

n=2,786

父親 [中学生]

n=2,786

図表2.3.1 保護者の年齢

29歳以下 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上 無回答
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(2)等価世帯収入別 

保護者の年齢について、等価世帯収入別にみると、小学生では、母親がいずれの水準においても「40

～44 歳」が 41.2%、36.7％、30.6％と最も高く、父親が「中央値以上」の水準では「45～49 歳」

が 33.7%、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の水準では「40～44 歳」が 32.4%、「中央値の 2

分の 1 未満」の水準では「40～44 歳」、「45～49 歳」が 31.5%と最も高くなっています。中学生で

は、母親・父親ともにいずれの水準においても「45～49 歳」が最も高く、母親では、それぞれ 41.0%、

33.6％、34.4％、父親では、それぞれ 39.1％、35.2％、37.2％となっています。 

 

 

  

0.2 

0.1 

0.5 

0.3 

0.1 

0.0 

2.5 

7.4 

16.1 

0.8 

3.6 

7.3 

18.7 

26.6 

23.1 

13.6 

22.2 

14.5 

41.2 

36.7 

30.6 

33.5 

32.4 

31.5 

29.6 

21.9 

23.1 

33.7 

28.4 

31.5 

7.9 

7.3 

6.5 

18.0 

13.2 

15.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,448

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,013

中央値の2分の1未満

n=186

中央値以上

n=1,446

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=960

中央値の2分の1未満

n=124

図表2.3.2.1 等価世帯収入・保護者の年齢（小学生）

29歳以下 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上

母
親

父
親

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.2 

0.0 

0.5 

1.8 

3.3 

0.4 

0.8 

0.0 

8.4 

15.8 

15.8 

5.1 

9.8 

9.9 

32.7 

32.6 

32.5 

26.4 

27.4 

21.5 

41.0 

33.6 

34.4 

39.1 

35.2 

37.2 

17.4 

16.0 

13.9 

29.0 

26.6 

31.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,350

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=987

中央値の2分の1未満

n=209

中央値以上

n=1,336

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=917

中央値の2分の1未満

n=121

図表2.3.2.2 等価世帯収入・保護者の年齢（中学生）

29歳以下 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上

母
親

父
親
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(3)世帯別 

保護者の年齢について、世帯別にみると、小学生では、母親がふたり親世帯では「40～44歳」が 40.4％、

ひとり親世帯および母子世帯では「35～39 歳」が 26.1％、25.8％と最も高く、父親はいずれの世帯

においても「40～44歳」が 33.4％、40.4％、38.2％と最も高くなっています。中学生では、母親が

いずれの世帯においても「45～49歳」が 37.9％、31.9％、32.4％と最も高く、父親がふたり親世帯

では「45～49 歳」が 37.7％、ひとり親世帯および母子世帯では「40～44 歳」が 37.1％、33.9％

と最も高くなっています。 

 

 

 

  

0.1 

3.2 

3.2 

0.2 

2.2 

1.8 

4.3 

17.6 

18.0 

2.3 

3.4 

3.6 

21.4 

26.1 

25.8 

16.5 

20.2 

21.8 

40.4 

24.3 

24.4 

33.4 

40.4 

38.2 

26.1 

22.1 

22.6 

31.5 

23.6 

30.9 

7.6 

6.8 

6.0 

16.2 

10.1 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,607

ひとり親

n=222

母子世帯

n=217

ふたり親

n=2,613

ひとり親

n=89

母子世帯

n=55

図表2.3.3.1 世帯別・保護者の年齢（小学生）

29歳以下 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上

母
親

父
親

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

1.0 

3.9 

3.7 

0.7 

0.0 

0.0 

11.1 

21.6 

21.0 

6.9 

13.4 

11.9 

33.0 

29.8 

29.8 

26.3 

37.1 

33.9 

37.9 

31.9 

32.4 

37.7 

26.8 

32.2 

17.0 

12.8 

13.2 

28.4 

22.7 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,409

ひとり親

n=282

母子世帯

n=272

ふたり親

n=2,402

ひとり親

n=97

母子世帯

n=59

図表2.3.3.2 世帯別・保護者の年齢（中学生）

29歳以下 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50歳以上

母
親

父
親
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問４．お子さんのご家族のうち、現在単身赴任(ふにん)中の方はいらっしゃいますか。 

(1)全体 

単身赴任者の有無について、小学生・中学生ともに「単身赴任中の者はいない」が 92.8%、91.3%が

最も高く、次いで「父親が単身赴任中」が 4.3%、5.2%となっています。また「母親が単身赴任中」は

小学生が 0.3%、中学生が 0.2%となっています。 

 

  

4.3 

0.3 

1.0 

92.8 

1.5 

5.2 

0.2 

1.4 

91.3 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お子さんの父親が

単身赴任中

お子さんの母親が

単身赴任中

その他

単身赴任中の者は

いない

無回答

図表2.4.1 家庭に単身赴任中の者がいるか

小学生

n=2,926

中学生

n=2,786
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(2)等価世帯収入別 

単身赴任者の有無について、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水準においても「単身赴

任中の者はいない」が 93.3％、96.1％、93.7％と最も高くなっています。中学生では、いずれの水準

においても「単身赴任中の者はいない」が 90.7％、95.9％、93.3％と最も高くなっています。 

 

 

  

5.4 

0.1 

1.2 

93.3 

3.1 

0.2 

0.6 

96.1 

2.1 

2.1 

2.1 

93.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お子さんの父親が

単身赴任中

お子さんの母親が

単身赴任中

その他

単身赴任中の者は

いない

図表2.4.2.1 等価世帯収入別・家庭に単身赴任がいるか（小学生）

中央値以上

n=1,459

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,026

中央値の2分の1未満

n=191

7.6 

0.1 

1.6 

90.7 

2.8 

0.3 

1.0 

95.9 

3.8 

1.0 

1.9 

93.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お子さんの父親が

単身赴任中

お子さんの母親が

単身赴任中

その他

単身赴任中の者は

いない

図表2.4.2.2 等価世帯収入別・家庭に単身赴任がいるか（中学生）

中央値以上

n=1,359

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,001

中央値の2分の1未満

n=209
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(3)世帯別 

単身赴任者の有無について、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯においても「単身赴任中の者

はいない」が 94.3％、95.7％、95.8％と最も高くなっています。中学生では、いずれの世帯において

も「単身赴任中の者はいない」が 92.9％、95.9％、96.6％と最も高くなっています。 

 

 

  

4.7 

0.2 

0.9 

94.3 

1.2 

1.6 

1.6 

95.7 

1.4 

1.4 

1.4 

95.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お子さんの父親が

単身赴任中

お子さんの母親が

単身赴任中

その他

単身赴任中の者は

いない

図表2.4.3.1 世帯別・家庭に単身赴任がいるか（小学生）

ふたり親

n=2,616

ひとり親

n=254

母子世帯

n=214

5.7 

0.2 

1.2 

92.9 

0.6 

0.6 

2.9 

95.9 

0.7 

0.4 

2.2 

96.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

お子さんの父親が

単身赴任中

お子さんの母親が

単身赴任中

その他

単身赴任中の者は

いない

図表2.4.3.2 世帯別・家庭に単身赴任がいるか（中学生）

ふたり親

n=2,409

ひとり親

n=315

母子世帯

n=267
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問５．お子さんと同居し、生計を同一にしている親の婚姻(こんいん)状況を教えてください。 

保護者の婚姻状況について、小学生・中学生ともに、「結婚している」が 90.2%、87.4%と最も高く、

次いで「離婚」が 7.1%、9.8%、「死別・未婚・わからない・いない・無回答」が 2.7%、2.8%となっ

ています。 

(1)全体 

 

  

90.2 

87.4 

7.1 

9.8 

2.7 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.5.1 親の婚姻状況

結婚している 離婚 死別・未婚・わからない・いない・無回答
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(2)等価世帯収入別 

保護者の婚姻状況について、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水準においても「結婚し

ている」が 97.7%、89.9％、51.5％とそれぞれ最も高くなっているものの、「中央値の２分の１未満」

の水準では、「離婚」が 40.7%となっています。中学生では、「中央値以上」および「中央値の 2分の 1

以上中央値未満」の水準では「結婚している」が 96.9%、86.6%、「中央値の 2分の 1未満」の水準で

は「離婚」が 47.7%と最も高くなっています。 

 

 

  

97.7 

89.9 

51.5 

1.6 

8.0 

40.7 

0.8 

2.0 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,465

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,033

中央値の2分の1未満

n=194

図表2.5.2.1 等価世帯収入別・親の婚姻状況（小学生）

結婚している 離婚 死別・未婚・わからない・いない・無回答

96.9 

86.6 

46.7 

2.1 

11.7 

47.7 

1.0 

1.7 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,367

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,009

中央値の2分の1未満

n=214

図表2.5.2.2 等価世帯収入別・親の婚姻状況（中学生）

結婚している 離婚 死別・未婚・わからない・いない・無回答
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(3)世帯別 

保護者の婚姻状況について、世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯では「結婚している」が

100.0％、ひとり親世帯および母子世帯では「離婚」が 79.7％、81.8％と最も高くなっています。中

学生では、ふたり親世帯では「結婚している」が 100.0％、ひとり親世帯および母子世帯では「離婚」

が 84.8％、88.6％と最も高くなっています。 

 

 

  

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

79.7 

81.8 

0.0 

20.3 

18.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,640

ひとり親

n=261

母子世帯

n=220

図表2.5.3.1 世帯別・親の婚姻状況（小学生）

結婚している 離婚 死別・未婚・わからない・いない・無回答

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

84.8 

88.6 

0.0 

15.2 

11.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,435

ひとり親

n=323

母子世帯

n=272

図表2.5.3.2 世帯別・親の婚姻状況（中学生）

結婚している 離婚 死別・未婚・わからない・いない・無回答
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問６．前問で「２ 離婚」を選んだ場合、離婚相手と子供の養育費の取り決めをしていますか。 

また養育費を現在受け取っていますか。 

(1)全体 

離婚相手との子どもの養育費の取り決めについて、小学生・中学生ともに、「取り決めをしており、受

け取っている」が 40.4%、38.7%と最も高く、次いで「取り決めをしておらず、受け取っていない」が

34.1%、35.0%、「取り決めをしているが、受け取っていない」が 21.6%、19.7%となっています。

また、「受け取っていない」と回答した割合（「取り決めをしているが、受け取っていない」と「取り決め

をしておらず、受け取っていない」の合計）は、小学生では 55.7%、中学生では 54.７%となっていま

す。 

 

 

  

40.4 

38.7 

2.9 

4.4 

21.6 

19.7 

34.1 

35.0 

1.0 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=208

保護者

[中学生]

n=274

図表2.6.1.1 子どもの養育費の取り決めをしているか

取り決めをしており、受け取っている
特に取り決めはしていないが、受け取っている
取り決めをしているが、受け取っていない
取り決めをしておらず、受け取っていない
無回答

31.7 

40.0 

7.3 

6.7 

14.6 

18.3 

43.9 

33.3 

2.4 

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=41

(県)中学生

n=60

図表2.6.1.2 子どもの養育費の取り決めをしているか [県調査結果]

取り決めをしており、受け取っている
特に取り決めはしていないが、受け取っている
取り決めをしているが、受け取っていない
取り決めをしておらず、受け取っていない
無回答
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(2)等価世帯収入別（問 6.養育費の取り決め） 

離婚相手との子どもの養育費の取り決めについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「中央値以

上」および「中央値の 2分の 1未満」の水準では「取り決めをしておらず、受け取っていない」が 47.6%、

40.5％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の水準では「取り決めをしており、受け取っている」が

49.4%と最も高くなっています。中学生では、「中央値以上」および「中央値の 2分の 1未満」の水準

では「取り決めをしておらず、受け取っていない」が 48.3%、35.0％、「中央値の 2分の 1以上中央

値未満」の水準では「取り決めをしており、受け取っている」が 46.6%と最も高くなっています。また、

「受け取っていない」と回答した割合（「取り決めをしているが、受け取っていない」と「取り決めをし

ておらず、受け取っていない」の合計）は、小学生では、57.１%、47.０%、67.１%、中学生では、62.

１%、51.７%、62.０%となっています。 

 

 

  

42.9 

49.4 

29.1 

0.0 

3.6 

3.8 

9.5 

22.9 

26.6 

47.6 

24.1 

40.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

n=21

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=83

中央値の2分の1未満

n=79

図表2.6.2.1 等価世帯収入別・養育費の取り決め（小学生）

取り決めをしており、受け取っている

特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない

取り決めをしておらず、受け取っていない

31.0 

46.6 

33.0 

6.9 

1.7 

5.0 

13.8 

15.5 

27.0 

48.3 

36.2 

35.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央値以上

n=29

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=116

中央値の2分の1未満

n=100

図表2.6.2.2 等価世帯収入別・養育費の取り決め（中学生）

取り決めをしており、受け取っている

特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない

取り決めをしておらず、受け取っていない
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(3)母子世帯（問 6.養育費の取り決め） 

離婚相手との子供の養育費の取り決めについて、母子世帯の結果をみると、小学生・中学生ともに、「取

り決めをしており、受け取っている」が 43.3%、42.6%と最も高く、次いで「取り決めをしておらず、

受け取っていない」が 30.9%、32.3%、「取り決めをしているが、受け取っていない」が 23.0%、20.9%

となっています。また、「受け取っていない」と回答した割合（「取り決めをしているが、受け取ってい

ない」と「取り決めをしておらず、受け取っていない」の合計）は、小学生では 53.９%、中学生では 53.

２%となっています。 

 

 

 

 

  

43.3 

42.6 

2.8 

4.3 

23.0 

20.9 

30.9 

32.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

n=178

中学生

n=235

図表2.6.3.1 子どもの養育費の取り決めをしているか 母子世帯

取り決めをしており、受け取っている

特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない

取り決めをしておらず、受け取っていない

35.1 

46.0 

8.1 

6.0 

16.2 

16.0 

40.5 

32.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=37

(県)中学生

n=50

図表2.6.3.2 子どもの養育費の取り決めをしているか 母子世帯[県調査結果]

取り決めをしており、受け取っている

特に取り決めはしていないが、受け取っている

取り決めをしているが、受け取っていない

取り決めをしておらず、受け取っていない
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問７．ご家庭ではどれくらい、日本語以外の言語を使用していますか。 

家庭での言語使用状況について、小学生・中学生ともに、「日本語のみを使用している」が 94.9%、

94.7%と最も高く、次いで「日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い」が 1.8%、1.9%

「日本語以外の言語を使うことが多い」が 0.6%、0.7%となっています。 

(1)全体 

 
  

94.9 

94.7 

1.8 

1.9 

0.6 

0.7 

2.6 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.7.1 家庭で使用する言語について

日本語のみを使用している 日本語以外の言語も使用して

いるが、日本語の方が多い

日本語以外の言語

を使うことが多い

無回答
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(2)等価世帯収入別（問 7.家庭で使用する言語について） 

家庭での言語使用状況について、等価世帯収入別にみると、小学生・中学生ともに、いずれの水準にお

いても「日本語のみを使用している」が最も高く、小学生では 98.3%、97.5％、88.9％。中学生では

98.2％、97.0％、95.3%となっています。また、小学生では、「日本語以外の言語も使用しているが、

日本語の方が多い」と「日本語以外の言語を使うことが多い」の合計が、「中央値の２分の１未満」の水

準では 11.1%と、他の水準と比較して高くなっています。 

 

 

  

98.3 

97.5 

88.9 

1.5 

1.7 

6.9 

0.2 

0.8 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,440

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,011

中央値の2分の1未満

n=189

図表2.7.2.1 等価世帯収入別・家庭で使用する言語（小学生）

日本語のみを使用している 日本語以外の言語も使用して

いるが、日本語の方が多い

日本語以外の言語

を使うことが多い

98.2 

97.0 

95.3 

1.6 

2.2 

1.9 

0.2 

0.8 

2.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,340

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=992

中央値の2分の1未満

n=211

図表2.7.2.2 等価世帯収入別・家庭で使用する言語（中学生）

日本語のみを使用している 日本語以外の言語も使用して

いるが、日本語の方が多い

日本語以外の言語

を使うことが多い
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(3)世帯別 

家庭での言語使用状況について、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯においても「日本語のみ

を使用している」が 97.6%、95.7％、95.8％と最も高くなっています。中学生では、いずれの世帯に

おいても「日本語のみを使用している」が 97.7％、95.3％、95.2%と最も高くなっています。また、

小学生・中学生ともに「日本語以外の言語も使用しているが、日本語の方が多い」と「日本語以外の言語

を使うことが多い」の合計が、ひとり親世帯で 4.3%、4.7％と、ふたり親世帯と比較してやや高くなっ

ています。 

 

 

  

97.6 

95.7 

95.8 

1.7 

3.9 

3.7 

0.7 

0.4 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,584

ひとり親

n=256

母子世帯

n=216

図表2.7.3.1 世帯別・家庭で使用する言語（小学生）

日本語のみを使用している 日本語以外の言語も使用して

いるが、日本語の方が多い

日本語以外の言語

を使うことが多い

97.7 

95.3 

95.2 

1.6 

4.1 

4.1 

0.6 

0.6 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,379

ひとり親

n=320

母子世帯

n=270

図表2.7.3.2 世帯別・家庭で使用する言語（中学生）

日本語のみを使用している 日本語以外の言語も使用して

いるが、日本語の方が多い

日本語以外の言語

を使うことが多い
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問８．お子さんの親が卒業・修了した学校をお答えください。 

保護者の学歴状況について、小学生では、父親が「中学、高校（または 5年制の高等専門学校）、大学」

が 29.2%と最も高く、次いで「中学、高校」が 24.8%、「中学、高校（または 5 年制の高等専門学校）、

大学、大学院」が 15.0%となっています。母親は「中学、高校」が 22.6%と最も高く、次いで「中学、

高校、専門学校」と「中学、高校（または 5 年制の高等専門学校）、大学」が 21.4%となっています。

中学生では、父親・母親ともに「中学、高校」が 27.6%、23.7%と最も高く、次いで、父親では「中学、

高校（または 5年制の高等専門学校）、大学」が 27.4%、「中学、高校、専門学校」が 13.9%、母親で

は「中学、高校、短大」が 22.9%、「中学、高校、専門学校」が 20.4%となっています。 

 

  

4.0 

3.0 

4.6 

2.9 

24.8 

22.6 

27.6 

23.7 

13.9 

21.4 

13.9 

20.4 

1.6 

1.3 

1.4 

1.6 

5.3 

20.5 

6.6 

22.9 

29.2 

21.4 

27.4 

18.8 

15.0 

7.6 

11.1 

7.0 

0.5 

0.5 

0.3 

0.5 

0.4 

0.3 

0.5 

0.3 

1.8 

0.3 

2.6 

0.4 

3.5 

1.1 

4.3 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親 [小学生]

n=2,926

母親 [小学生]

n=2,926

父親 [中学生]

n=2,786

母親 [中学生]

n=2,786

図表2.８ 親の卒業・修了した学校

中学
中学、高校
中学、高校、専門学校
中学、5年制の高等専門学校
中学、高校、短大
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学
中学、高校（または5年制の高等専門学校）、大学、大学院
その他
わからない
いない
無回答
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問９．お子さんの親の就労状況について、あてはまるものを回答してください。 

(1)全体 

保護者の就労状況について、父親は、小学生・中学生ともに「正社員・正規職員・会社役員」が 81.7%、

81.4％と最も高く、次いで「自営業（家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。）」が 9.8%、

8.4％となっています。母親は、小学生・中学生ともに「正社員・正規職員・会社役員」が 42.1%、44.9％

と最も高く、次いで「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 33.7%、33.1％となっています。 

 

 

  

81.7 

42.1 

81.4 

44.9 

1.2 

6.6 

0.8 

5.7 

0.6 

33.7 

0.4 

33.1 

9.8 

6.9 

8.4 

6.3 

0.3 

9.0 

0.6 

7.7 

2.8 

0.6 

3.9 

0.7 

3.5 

1.2 

4.5 

1.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親[小学生]

n=2,926

母親[小学生]

n=2,926

父親[中学生]

n=2,786

母親[中学生]

n=2,786

図表2.9.1.1 親の就労状況

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)
働いていない（専業主夫／主婦を含む。）
いない・わからない
無回答

83.9 

42.8 

78.6 

45.3 

0.1 

5.9 

0.9 

6.0 

0.2 

34.7 

0.6 

31.6 

8.7 

6.2 

9.2 

6.4 

0.5 

9.0 

0.6 

8.2 

5.5 

0.8 

9.8 

2.2 

1.1 

0.6 

0.4 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父親[小学生]

n=836

母親[小学生]

n=836

父親[中学生]

n=687

母親[中学生]

n=687

図表2.9.1.2 親の就労状況[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)
働いていない（専業主夫／主婦を含む。）
いない・わからない
無回答
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(2)等価世帯収入別・母親[小学生]（問 9.親の就労状況） 

母親の就労状況を等価世帯収入別にみると、小学生では、「中央値以上」の水準では「正社員・正規職

員・会社役員」が 53.0%、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」および「中央値の 2 分の 1 未満」の

水準では「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 44.３%、42.1%と最も高くなっています。 

 

 

  

53.0 

31.8 

26.3 

6.1 

7.5 

8.9 

26.6 

44.3 

42.1 

5.6 

6.6 

10.5 

8.4 

9.2 

11.1 

0.3 

0.6 

1.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,461

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,027

中央値の2分の1未満

n=190

図表2.9.2.1 等価世帯収入別・親の就労状況（小学生・母親）

正社員・正規職員・会社役員
嘱託・契約社員・派遣職員
パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員
自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)
働いていない（専業主夫／主婦を含む。）
いない・わからない

57.7 

30.3 

33.3 

4.1 

8.0 

4.3 

26.3 

43.3 

40.6 

4.3 

7.0 

15.9 

7.1 

10.5 

2.9 

0.5 

1.0 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=392

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=314

中央値の2分の1未満

n=69

図表2.9.2.2 等価世帯収入別・親の就労状況（小学生・母親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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(3)等価世帯収入別・父親[小学生]（問 9.親の就労状況） 

父親の就労状況を等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水準においても「正社員・正規職員・

会社役員」が 91.4%、82.8%、46.5%と最も高く、次いで「自営業（家族従業者、内職、自由業、フ

リーランスを含む。）が 7.0%、11.8%、20.0%となっています。また、「中央値の２分の１未満」の水

準では、「いない・わからない」が 19.４%となっています。 
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46.5 
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4.5 
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0.6 

5.8 

7.0 

11.8 

20.0 

0.1 

0.1 
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19.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,458

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,003

中央値の2分の1未満

n=155

図表2.9.3.1 等価世帯収入別・親の就労状況（小学生・父親）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない

93.4 

85.4 

36.9 

0.3 

0.3 

1.5 

5.6 

10.2 

18.5 

1.0 

0.8 

3.2 

43.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=391

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=314

中央値の2分の1未満

n=65

図表2.9.3.2 等価世帯収入別・親の就労状況（小学生・父親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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(4)等価世帯収入別・母親[中学生]（問 9.親の就労状況） 

母親の就労状況を等価世帯収入別にみると、中学生では、「中央値以上」の水準では「正社員・正規職

員・会社役員」が 56.2%、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」および「中央値の 2 分の 1 未満」の

水準では「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 42.１%、40.5%と最も高くなっています。 
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34.6 

33.3 
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26.2 

42.1 

40.5 
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中央値以上

n=1,362

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=998

中央値の2分の1未満

n=210

図表2.9.4.1 等価世帯収入別・親の就労状況（中学生・母親）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない

54.9 

36.1 

35.6 

4.2 

8.3 

10.2 

27.0 

36.9 

32.2 

6.5 

5.2 

13.6 

5.9 

10.3 

8.5 

1.5 

3.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,362

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=998

中央値の2分の1未満

n=210

図表2.9.4.2 等価世帯収入別・親の就労状況（中学生・母親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない



32 

 

(5)等価世帯収入別・父親[中学生]（問 9.親の就労状況） 

父親の就労状況を等価世帯収入別にみると、中学生では、いずれの水準においても「正社員・正規職員・

会社役員」が 92.1%、83.0%、48.3%と最も高くなっています。また、「中央値の２分の１未満」の水

準では「いない・わからない」が、27.0%となっています。 
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0.6 

2.3 
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n=1,358

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=971

中央値の2分の1未満

n=174

図表2.9.5.1 等価世帯収入別・親の就労状況（中学生・父親）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない

88.1 

77.9 

33.9 

0.3 

0.8 

5.1 

0.8 

1.7 

8.0 

10.3 

11.9 

0.8 

1.7 

3.6 

9.5 

45.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,358

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=971

中央値の2分の1未満

n=174

図表2.9.5.2 等価世帯収入別・親の就労状況（中学生・父親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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(6)世帯別・母親[小学生]（問 9.親の就労状況） 

母親の就労状況を世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯、母子世帯ともに「正社員・正規職員・

会社役員」が 41.6%、57.5％と最も高く、次いで「パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員」が 34.9%、

25.6%となっています。 
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9.5 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,634

母子世帯

n=219

図表2.9.6.1 世帯別・親の就労状況（小学生・母親）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない

42.6 

58.3 

5.6 

10.4 

36.0 

25.0 

6.6 

2.1 

9.3 

4.2 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=773

母子世帯

n=48

図表2.9.6.2 世帯別・親の就労状況（小学生・母親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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(7)世帯別・父親[小学生]（問 9.親の就労状況） 

父親の就労状況を世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯、父子世帯ともに「正社員・正規職員・

会社役員」が 87.5%、82.1％と最も高くなっています。 

 

 

  

87.5 

82.1 
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14.3 
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n=2,630

父子世帯

n=40

図表2.9.7.1 世帯別・親の就労状況（小学生・父親）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない

89.5 

100.0 

0.1 0.3 

9.4 

0.5 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=773

父子世帯

n=48

図表2.9.7.2 世帯別・親の就労状況（小学生・父親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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(8)世帯別・母親[中学生]（問 9.親の就労状況） 

母親の就労状況を世帯別にみると、中学生では、ふたり親世帯、母子世帯ともに「正社員・正規職員・

会社役員」が 43.9%、63.7％と最も高くなっています。 
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母子世帯
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図表2.9.8.1 世帯別・親の就労状況（中学生・母親）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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11.1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=605

母子世帯

n=63

図表2.9.8.2 世帯別・親の就労状況（中学生・母親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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(9)世帯別・父親[中学生]（問 9.親の就労状況） 

父親の就労状況を世帯別にみると、中学生では、ふたり親世帯、父子世帯ともに「正社員・正規職員・

会社役員」が 89.2%、82.9％と最も高くなっています。 
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図表2.9.9.1 世帯別・親の就労状況（中学生・父親）

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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図表2.9.9.2 世帯別・親の就労状況（中学生・父親）[県調査結果]

正社員・正規職員・会社役員

嘱託・契約社員・派遣職員

パート・アルバイト・日雇い・非常勤職員

自営業(家族従業者、内職、自由業、フリーランスを含む。)

働いていない（専業主夫／主婦を含む。）

いない・わからない
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問１０．前の質問で「５ 働いていない」と答えた場合、働いていない最も主な理由を教えてください。 

(1)全体 

働いていない理由について、父親は小学生・中学生ともに「自分の病気や障害のため」が 50.0%、

43.8％と高く、次いで「その他の理由」が 30.0%、18.8％となっています。母親は小学生・中学生と

もに「子育てを優先したいため」が 56.5%、45.6％と高く、次いで小学生では「働きたいが、希望する

条件の仕事がないため」が 15.3%、中学生では「自分の病気や障害のため」と「その他の理由」ともに

14.0%となっています。 
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母親[小学生] n=262

父親[中学生] n=16

母親[中学生] n=215

図表2.１０.1.1 親が就労していない理由

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
無回答
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父親[小学生] n=4

母親[小学生] n=75

父親[中学生] n=4

母親[中学生] n=56

図表2.１０.1.2 親が就労していない理由[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
無回答
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(2)等価世帯収入別・母親[小学生]（問 10.就労していない理由） 

母親の働いていない理由を等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水準においても「子育てを

優勢したいため」が 59.5%、57.4%、47.6%と最も高くなっています。また、「中央値の２分の１未満」

の水準では「自分の病気や障害のため」が 19.０%と、他の水準と比較して高くなっています。 
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中央値の2分の1未満

n=21

図表2.１０.2.1 等価世帯収入別・就労していない理由（小学生・母親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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中央値の2分の1以上

中央値未満 n=33

中央値の2分の1未満

n=2

図表2.１０.2.2 等価世帯収入別・就労していない理由（小学生・母親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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(3)等価世帯収入別・父親[小学生]（問 10.就労していない理由） 

父親の働いていない理由を等価世帯収入別にみると、小学生では、「中央値以上」の水準において、「自

分の病気や障害のため」が 100.0%、「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の水準では「働きたいが、

希望する条件の仕事がないため」が 100.0%、「中央値の 2 分の 1未満」の水準では「自分の病気や障

害のため」と「その他の理由」がともに５0.0％となっています。 
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図表2.１０.3.1 等価世帯収入別・就労していない理由（小学生・父親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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中央値以上
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中央値の2分の1以上

中央値未満 n=3

中央値の2分の1未満

n=0

図表2.１０.3.2 等価世帯収入別・就労していない理由（小学生・父親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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(4)等価世帯収入別・母親[中学生]（問 10.就労していない理由） 

母親の働いていない理由を等価世帯収入別にみると、中学生では、「中央値以上」および「中央値の 2

分の 1 以上中央値未満」の水準において、「子育てを優先したいため」が 59.2%、36.7%、「中央値の

2 分の 1未満」の水準では「その他の理由」が 38.5%と最も高くなっています。 
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図表2.１０.4.1 等価世帯収入別・就労していない理由（中学生・母親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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図表2.１０.4.2 等価世帯収入別・就労していない理由（中学生・母親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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(5)等価世帯収入別・父親[中学生]（問 10.就労していない理由） 

父親の働いていない理由を等価世帯収入別にみると、中学生では、「中央値以上」および「中央値の 2

分の 1以上中央値未満」の水準では「自分の病気や障害のため」がともに 60.0%、「中央値の 2分の 1

未満」の水準では「働きたいが、希望する条件の仕事がないため」が 50.0%と最も高くなっています。 

 

 

  

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

60.0 

60.0 

25.0 

20.0 

0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

25.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=5

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=5

中央値の2分の1未満

n=4

図表2.１０.5.1 等価世帯収入別・就労していない理由（中学生・父親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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図表2.１０.5.2 等価世帯収入別・就労していない理由（中学生・父親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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(6)世帯別・母親[小学生]（問 10.就労していない理由） 

母親の働いていない理由を世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯、母子世帯ともに「子育てを優

先したいため」が 57.4%、55.6％と最も高くなっています。 
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図表2.１０.6.1 世帯別・就労していない理由（小学生・母親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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図表2.１０.6.2 世帯別・就労していない理由（小学生・母親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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(7)世帯別・父親[小学生]（問 10.就労していない理由） 

父親の働いていない理由を世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯、父子世帯ともに「自分の病気

や障害のため」が 50.0%、100.0％と最も高くなっています。 
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図表2.１０.7.1 世帯別・就労していない理由（小学生・父親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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図表2.１０.7.2 世帯別・就労していない理由（小学生・父親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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(8)世帯別・母親[中学生]（問 10.就労していない理由） 

母親の働いていない理由を世帯別にみると、中学生では、ふたり親世帯は「子育てを優先したいため」

が 49.5%と最も高く、また母子世帯では、「子育てを優先したいため」、「働きたいが、希望する条件の

仕事がないため」がともに 30.0%と最も高くなっています。 
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図表2.１０.8.1 世帯別・就労していない理由（中学生・母親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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図表2.１０.8.2 世帯別・就労していない理由（中学生・母親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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(9)世帯別・父親[中学生]（問 10.就労していない理由） 

父親の働いていない理由を世帯別にみると、中学生では、ふたり親世帯では「自分の病気や障害のため」

が 58.3%、父子世帯では「働きたいが、希望する条件の仕事がないため」が 100.0%と最も高くなって

います。 
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図表2.１０.9.1 世帯別・就労していない理由（中学生・父親）

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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図表2.１０.9.2 世帯別・就労していない理由（中学生・父親）[県調査結果]

働きたいが、希望する条件の仕事がないため
子育てを優先したいため
家族の介護・介助のため
自分の病気や障害のため
通学しているため
その他の理由
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問１１．お子さんの親は、過去１年間で、病気・障害等に関する次のような経験がありますか。 

保護者の病気等の罹患歴について、小学生・中学生の父親・母親ともに、「いずれも経験していない」

が最も高く（小学生 78.0%、81.5%）（中学生 76.5%、80.3%）、次いで「なかなか眠れないことがあ

った」（小学生 4.3%、7.0%）（中学生 3.3%、5.7%）となっています。 

(1)全体 
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１週間以上入院していた

病気・障害等が原因で連続して

１週間以上仕事を休んでいた

病気・障害等が原

因で仕事をやめた

気分がひどく落ち込んでいた

なかなか眠れないことがあった

いずれも経験していない

わからない・無回答

図表2.１1.1 親の病気・障害等の経験

小学生 父親

n=2,926

小学生 母親

n=2,926

中学生 父親

n=2,786

中学生 母親

n=2,786
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(2)等価世帯収入別 

保護者の病気等の罹患歴について、等価世帯収入別にみると、いずれの水準においても「いずれも経験

していない」が、小学生の母親で 84.2%、80.5%、61.7%、中学生の母親で 84.3%、79.5％、69.0％、

小学生の父親で 84.6％、77.1％、43.6％、中学生の父親で 85.3％、75.9％、38.8％と最も高くなっ

ていますが、「中央値の２分の１未満」の水準では、他の水準と比較して低くなっています。また、「もっ

とも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」の母親では、小学生・中学生ともに「気分がひど

く落ち込んでいた」が 10.7％、8.3％、「なかなか眠れないことがあった」13.6％、7.9％と他の水準と

比較して高くなっています。 
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図表2.１1.2.1 等価世帯収入別・親の病気・障害等の経験（母親・小学生）

中央値以上 n=1,475 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,046 中央値の2分の1未満 n=214
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図表2.１1.2.2 等価世帯収入別・親の病気・障害等の経験（母親・中学生）

中央値以上 n=1,380 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,007 中央値の2分の1未満 n=216
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図表2.１1.2.3 等価世帯収入別・親の病気・障害等の経験（父親・小学生）

中央値以上 n=1,467 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,036 中央値の2分の1未満 n=195
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図表2.１1.2.4 等価世帯収入別・親の病気・障害等の経験（父親・中学生）

中央値以上 n=1,370 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,014 中央値の2分の1未満 n=214
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(3)世帯別 

保護者の病気等の罹患歴について、世帯別にみると、母親では、いずれの世帯においても「いずれも経

験していない」が、小学生で 83.7％、62.1％、71.4％、中学生で 83.0％、63.2％、72.1％と最も高

くなっていますが、ひとり親世帯では、ふたり親世帯と比較して低くなっています。また、ひとり親世帯

の母親では、小学生・中学生ともに「なかなか眠れないことがあった」が 13.0％、7.4％、「気分がひど

く落ち込んでいた」が 8.0％、9.9％、「病気・障害等が原因で連続して１週間以上仕事を休んでいた」が

6.9％、5.9％とふたり親世帯と比較して高くなっています。 
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図表2.１1.3.1 世帯別・親の病気・障害等の経験（母親・小学生）

ふたり親 n=2,640 ひとり親 n=261 母子世帯 n=220
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図表2.１1.3.2 世帯別・親の病気・障害等の経験（母親・中学生）

ふたり親 n=2,435 ひとり親 n=323 母子世帯 n=272
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小学生の父親では、ふたり親世帯および父子世帯で「いずれも経験していない」が 83.7％、58.5％、

ひとり親世帯では「わからない」が 27.2％と最も高くなっています。中学生の父親では、ふたり親およ

び父子世帯では「いずれも経験していない」が 84.6％、56.9％、ひとり親世帯では「わからない」が

31.6％と最も高くなっています。また、ひとり親世帯の父親では、小学生・中学生ともに「いずれも経

験していない」が 22.6％、18.3％と、ふたり親世帯と比較して低くなっています。 
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病気・障害等が原因で

１週間以上入院していた

病気・障害等が原因で連続して

１週間以上仕事を休んでいた

病気・障害等が原

因で仕事をやめた

気分がひどく落ち込んでいた

なかなか眠れないことがあった

いずれも経験していない

わからない

図表2.１1.3.3 世帯別・親の病気・障害等の経験（父親・小学生）

ふたり親 n=2,640 ひとり親 n=261 父子世帯 n=41
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0.6 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

病気・障害等が原因で

１週間以上入院していた

病気・障害等が原因で連続して

１週間以上仕事を休んでいた

病気・障害等が原

因で仕事をやめた

気分がひどく落ち込んでいた

なかなか眠れないことがあった

いずれも経験していない

わからない

図表2.１1.3.4 世帯別・親の病気・障害等の経験（父親・中学生）

ふたり親 n=2,435 ひとり親 n=323 父子世帯 n=51
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問１２．お子さんが０～２歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いもの）を 

お答えください。 

(1)全体 

子どもが 0～2歳の間に通っていた教育・保育施設等について、小学生・中学生ともに、「認可保育所・

認定こども園」が 54.1%、47.9%と最も高く、次いで「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」が 40.6%、

45.7%となっています。 

 

 

  

54.1 

47.9 

3.4 

3.5 

0.7 

1.3 

40.6 

45.7 

0.8 

0.7 

0.4 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生

n=2,926

中学生

n=2,786

図表2.１2.1.1 0～2歳で通った主な教育・保育施設等

認可保育所・認定こども園
その他の教育・保育等の施設
親・親族以外の個人
もっぱら親・親族が面倒を見ていた
その他
無回答

52.7 

48.9 

5.0 

3.4 

1.3 

1.9 

40.6 

45.7 

0.4 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=835

(県)中学生

n=685

図表2.１2.1.2 0～2歳で通った主な教育・保育施設等[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 12.子どもが 0～2歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 0～2 歳の間に通っていた教育・保育施設等について、等価世帯収入別にみると、小学生で

は、いずれの水準においても「認可保育所・認定こども園」が 56.9%、51.6%、52.1%と最も高く、

次いで「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」が 38.6％、43.6％、40.7％となっています。 
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38.6 

43.6 

40.7 

0.7 

0.9 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,465

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,035

中央値の2分の1未満

n=194

図表2.１2.2.1 等価世帯収入別・0～2歳で通った主な教育・保育施設等(小学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他

52.8 

53.5 

55.1 
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5.7 

4.3 

1.0 

1.9 

1.4 

41.1 

38.9 

39.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=392

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=316

中央値の2分の1未満

n=69

図表2.１2.2.2 等価世帯収入別0～2歳で通った主な教育・保育施設等

(小学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 12. 子どもが 0～2歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 0～2 歳の間に通っていた教育・保育施設等について、等価世帯収入別にみると、中学生で

は、「中央値以上」および「中央値の 2分の 1未満」の水準では、「認可保育所・認定こども園」が 50.6%、

51.9%と最も高く、次いで「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」が 43.7％、42.5％となっています。

また、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」の水準では「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」が 50.4%

と最も高く、次いで「認可保育所・認定こども園」が 44.5%となっています。 
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中央値以上

n=1,365

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,012

中央値の2分の1未満

n=214

図表2.１2.3.1 等価世帯収入別・0～2歳で通った主な教育・保育施設等(中学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他

49.4 

47.6 

61.0 
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2.8 
8.5 

3.0 

0.8 

1.7 

44.9 

48.8 

28.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=336

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=252

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.１2.3.2 等価世帯収入別・0～2歳で通った主な教育・保育施設等

(中学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 12. 子どもが 0～2歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 0～2歳の間に通っていた教育・保育施設等について、世帯別にみると、小学生では、いずれ

の世帯においても「認可保育所・認定こども園」が 53.9%、58.5%、59.8%と最も高くなっています。 
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ふたり親
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n=260

母子世帯

n=219

図表2.１2.4.1 世帯別・0～2歳で通った主な教育・保育施設等(小学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他
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ひとり親

n=54

母子世帯

n=48

図表2.１2.4.2 世帯別・0～2歳で通った主な教育・保育施設等

(小学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 12. 子どもが 0～2歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 0～2歳の間に通っていた教育・保育施設等について、世帯別にみると、中学生では、ふたり

親世帯では「もっぱら親・親族が面倒を見ていた」が 47.7%、ひとり親世帯および母子世帯では、「認可

保育所・認定こども園」が 58.1%、59.4%と最も高くなっています。 
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ふたり親

n=2,426

ひとり親

n=320

母子世帯

n=271

図表2.１2.5.1 世帯別・0～2歳で通った主な教育・保育施設等(中学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他
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31.6 
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n=603

ひとり親

n=76

母子世帯

n=64

図表2.１2.5.2 世帯別・0～2歳で通った主な教育・保育施設等(

中学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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問１３．お子さんが３～５歳の間に通っていた教育・保育施設等で最も主なもの（期間が長いもの）を 

お答えください。 

(1)全体 

子どもが 3～5歳の間に通っていた教育・保育施設等について、小学生・中学生ともに、「認可保育所・

認定こども園」が 97.0%、95.2%と最も高くなっています。 
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小学生

n=2,926

中学生

n=2,786

図表2.１３.1.1 ３～５歳で通った主な教育・保育施設等

認可保育所・認定こども園
その他の教育・保育等の施設
親・親族以外の個人
もっぱら親・親族が面倒を見ていた
その他
無回答
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図表2.１３.1.2 ３～５歳で通った主な教育・保育施設等[県調査結果]

認可保育所・認定こども園
その他の教育・保育等の施設
親・親族以外の個人
もっぱら親・親族が面倒を見ていた
その他
無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 13. 子どもが 3～5歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 3～5 歳の間に通っていた教育・保育施設等について、等価世帯収入別にみると、小学生で

は、いずれの水準でも「認可保育所・認定こども園」が 97.7%、97.6%、94.4%と最も高くなってい

ます。 
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中央値未満 n=1,033

中央値の2分の1未満

n=194

図表2.１3.2.1 等価世帯収入別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等(小学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他
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中央値以上

n=393

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=316

中央値の2分の1未満

n=69

図表2.１3.2.2 等価世帯収入別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等

(小学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 13. 子どもが 3～5歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 3～5 歳の間に通っていた教育・保育施設等について、等価世帯収入別にみると、中学生で

は、いずれの水準でも「認可保育所・認定こども園」が 96.5%、95.7%、91.6%と最も高くなってい

ます。 
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中央値の2分の1未満
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図表2.１3.3.1 等価世帯収入別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等(中学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他
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中央値以上

n=336

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=251

中央値の2分の1未満

n=58

図表2.１3.3.2 等価世帯収入別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等

(中学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 13. 子どもが 3～5歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 3～5歳の間に通っていた教育・保育施設等について、世帯別にみると、小学生では、いずれ

の世帯でも「認可保育所・認定こども園」が 97.7%、95.4%、95.5%と最も高くなっています。 
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図表2.１3.4.1 世帯別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等(小学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他
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図表2.１3.4.2 世帯別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等

(小学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 13. 子どもが 3～5歳で通っていた教育・保育施設等） 

子どもが 3～5歳の間に通っていた教育・保育施設等について、世帯別にみると、中学生では、いずれ

の世帯でも「認可保育所・認定こども園」が 96.0%、93.5%、94.5%と最も高くなっています。 
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図表2.１3.5.1 世帯別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等(中学生)

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた

その他
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図表2.１3.5.2 世帯別・３～５歳で通った主な教育・保育施設等

(中学生)[県調査結果]

認可保育所・認定こども園

その他の教育・保育等の施設

親・親族以外の個人

もっぱら親・親族が面倒を見ていた
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問１４．あなたとお子さんの関わり方について、次のようなことにどれくらい当てはまりますか。 

a)テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールを決めている 

(1)全体 

テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールについて決めているかについて、小学生・中

学生ともに、「どちらかといえばあてはまる」が 40.5%、36.6%と最も高く、次いで小学生では「あて

はまる」が 30.9%、中学生では「どちらかといえばあてはまらない」が 25.1%となっています。また、

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、小学生では 71.4%、中学生では 54.9%

となっています。 

 

 

  

30.9 

18.3 

40.5 

36.6 

20.0 

25.1 

8.0 

19.0 

0.5 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.１4.a.1.1 テレビ等の視聴時間のルールを決めているか

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表2.１4.a.1.2 テレビ等の視聴時間のルールを決めているか[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 14.a テレビなどの視聴時間等のルールについて） 

テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールについて決めているかについて、等価世帯収

入別にみると、小学生では、いずれの水準においても「どちらかといえばあてはまる」が40.8%、42.2%、

36.8%と最も高く、次いで「あてはまる」が 31.0%、30.5%、29.5%となっています。また、「あて

はまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 71.8%、72.7%、66.3%となってい

ます。 
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図表2.１4.a.2.1 等価世帯収入別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか

(小学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.a.2.2 等価世帯収入別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか

(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 14.a テレビなどの視聴時間等のルールについて） 

テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールについて決めているかについて、等価世帯収

入別にみると、中学生では、いずれの水準においても「どちらかといえばあてはまる」が36.3%、38.0%、

36.4%と最も高く、次いで「どちらかといえばあてはまらない」が 25.3%、25.7%、23.8%となって

います。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 56.1%、55.1%、

53.2%となっています。 
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図表2.１4.a.3.1 等価世帯収入別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか

(中学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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中央値の2分の1未満
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図表2.１4.a.3.2 等価世帯収入別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか

(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 14.a テレビなどの視聴時間等のルールについて） 

テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールについて決めているかについて、世帯別にみ

ると、小学生では、いずれの世帯においても「どちらかといえばあてはまる」が 40.8%、40.4%、42.9%

と最も高く、次いで「あてはまる」が 31.6%、25.4%、23.7%となっています。また、「あてはまる」

と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 72.4%、65.8%、66.6%となっています。 
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図表2.１4.a.4.1 世帯別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか(小学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.a.4.2 世帯別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか

(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 14.a テレビなどの視聴時間等のルールについて） 

テレビ・ゲーム・インターネット等の視聴時間等のルールについて決めているかについて、世帯別にみ

ると、中学生では、いずれの世帯においても「どちらかといえばあてはまる」が 37.2%、35.8%、36.2%

と最も高く、次いでふたり親世帯および母子世帯では、「どちらかといえばあてはまらない」が、25.３%、

24.７%、ひとり親世帯では、「あてはまらない」が 24.８%となっています。また、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 56.1%、50.6%、51.0%となっています。 

 

 

  

18.9 

14.8 

14.8 

37.2 

35.8 

36.2 

25.3 

24.5 

24.7 

18.5 

24.8 

24.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,424

ひとり親

n=318

母子世帯

n=271

図表2.１4.a.5.1 世帯別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか(中学生)
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図表2.１4.a.5.2 世帯別・テレビ等の視聴時間のルールを決めているか

(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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b) お子さんに本や新聞を読むように勧めている 

(1)全体 

子どもに本や新聞を読むように勧めているかについて、小学生・中学生ともに、「どちらかといえばあ

てはまる」が 35.5%、34.0%、次いで「どちらかといえばあてはまらない」が 28.3%、29.6%となっ

ています。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、小学生では 54.5%、中学

生では 48.4%となっています。 
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図表2.１4.b.1.1 本や新聞を勧めている

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表2.１4.b.1.2 本や新聞を勧めている[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 14.b 子どもに本や新聞を勧めている） 

子どもに本や新聞を読むように勧めているかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれ

の水準においても「どちらかといえばあてはまる」が 37.1%、34.8%、31.8%と最も高く、次いで「ど

ちらかといえばあてはまらない」が 27.7%、30.９%、27.6%となっています。また、「あてはまる」と

「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 58.3%、51.4%、46.4%となっています。 
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図表2.１4.b.2.1 等価世帯収入別・本や新聞を勧めている(小学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.b.2.2 等価世帯収入別・本や新聞を勧めている(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 14.b 子どもに本や新聞を勧めている） 

子どもに本や新聞を読むように勧めているかについて、等価世帯収入別にみると、中学生では、「中央

値以上」および「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の水準において「どちらかといえばあてはまる」

が 36.6%、33.0%、「中央値の 2分の 1未満」の水準では「あてはまらない」が 30.2%と最も高くな

っています。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 53.1%、45.2%、

41.0%となっています。 
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図表2.１4.b.3.1 等価世帯収入別・本や新聞を勧めている(中学生)
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図表2.１4.b.3.2 等価世帯収入別・本や新聞を勧めている(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 14.b 子どもに本や新聞を勧めている） 

子どもに本や新聞を読むように勧めているかについて、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯に

おいても「どちらかといえばあてはまる」が 36.1%、32.8%、34.4%と最も高くなっています。また、

「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 55.6%、48.2%、50.5%とな

っています。 
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図表2.１4.b.4.1 世帯別・本や新聞を勧めている(小学生)
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図表2.１4.b.4.2 世帯別・本や新聞を勧めている(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 14.b 子どもに本や新聞を勧めている） 

子どもに本や新聞を読むように勧めているかについて、世帯別にみると、中学生では、ふたり親世帯に

おいては「どちらかといえばあてはまる」が 35.2%、ひとり親世帯および母子世帯においては、「あては

まらない」が 34.6%、33.9%と最も高くなっています。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあ

てはまる」の合計は、それぞれ 50.2%、39.6%、40.9%となっています。 
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図表2.１4.b.5.1 世帯別・本や新聞を勧めている(中学生)
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図表2.１4.b.5.2 世帯別・本や新聞を勧めている(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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c) お子さんが小さいころ、絵本の読み聞かせをしていた 

(1)全体 

子どもに絵本の読み聞かせをしていたかについて、小学生・中学生ともに、「どちらかといえばあては

まる」がそれぞれ 37.9%、36.5%、次いで「あてはまる」がそれぞれ 32.9%、36.2%、次いで「どち

らかといえばあてはまらない」がそれぞれ 22.6%、20.5%となっています。また、「あてはまる」と「ど

ちらかといえばあてはまる」の合計は、小学生では 70.8%、中学生では 72.7%となっています。 
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図表2.１4.c.1.1 絵本の読み聞かせをしていた

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表2.１4.c.1.2 絵本の読み聞かせをしていた[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 14.c 子どもに絵本を読み聞かせていた） 

子どもに絵本の読み聞かせをしていたかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水

準においても「どちらかといえばあてはまる」が 37.7%、39.9%、35.4%と最も高くなっています。

また、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 72.9%、70.0%、67.2%

となっています。 
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図表2.１4.c.2.1 等価世帯収入別・絵本の読み聞かせをしていた(小学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.c.2.2 等価世帯収入別・絵本の読み聞かせをしていた

(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 14.c 子どもに絵本を読み聞かせていた） 

子どもに絵本の読み聞かせをしていたかについて、等価世帯収入別にみると、中学生では、「中央値以

上」では「あてはまる」が 38.6％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」および「中央値の 2分の 1未

満」の水準においては「どちらかといえばあてはまる」が 38.9%、35.0%と最も高くなっています。ま

た、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 74.5%、72.9%、67.7%と

なっています。 
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図表2.１4.c.3.1 等価世帯収入別・絵本の読み聞かせをしていた(中学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.c.3.2 等価世帯収入別・絵本の読み聞かせをしていた

(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 14.c 子どもに絵本を読み聞かせていた） 

子どもに絵本の読み聞かせをしていたかについて、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯におい

ても「どちらかといえばあてはまる」が 38.2%、37.1%、38.5%と最も高くなっています。また、「あ

てはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 71.9%、64.5%、67.9%となって

います。 
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図表2.１4.c.4.1 世帯別・絵本の読み聞かせをしていた(小学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.c.4.2 世帯別・絵本の読み聞かせをしていた(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 14.c 子どもに絵本を読み聞かせていた） 

子どもに絵本の読み聞かせをしていたかについて、世帯別にみると、中学生では、ふたり親世帯におい

て「あてはまる」および「どちらかといえばあてはまる」がともに 37.1%、ひとり親世帯および母子世

帯においては「どちらかといえばあてはまる」が 35.5%、35.4%と最も高くなっています。また、「あ

てはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 74.2%、68.2%、69.0%となって

います。 
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図表2.１4.c.5.1 世帯別・絵本の読み聞かせをしていた(中学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.c.5.2 世帯別・絵本の読み聞かせをしていた(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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d) お子さんから、勉強や成績のことについて話をしてくれる 

(1)全体 

子どもから勉強や成績のことについて話をしてくれるかについて、小学生では、「あてはまる」が

40.9%、「どちらかといえばあてはまる」が 38.4%、中学生では、「どちらかといえばあてはまる」が

35.9%、「あてはまる」が 35.3%となっています。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはま

る」の合計は、小学生では 79.3%、中学生では 71.2%となっています。 
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図表2.１4.d.1.1 勉強や成績のことを話してくれる

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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図表2.１4.d.1.2 勉強や成績のことを話してくれる[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 14.d 勉強や成績について話してくれる） 

子どもから勉強や成績のことについて話をしてくれるかについて、等価世帯収入別にみると、小学生で

は、いずれの水準においても「あてはまる」が 43.3%、38.9%、38.2%と最も高くなっています。ま

た、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 83.0%、76.8%、71.2%と

なっています。 
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図表2.１4.d.2.1 等価世帯収入別・勉強や成績のことを話してくれる(小学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.d.2.2 等価世帯収入別勉強や成績のことを話してくれる

(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 14.d 勉強や成績について話してくれる） 

子どもから勉強や成績のことについて話をしてくれるかについて、等価世帯収入別にみると、中学生で

は、「中央値以上」および「中央値の 2分の 1未満」の水準においては「あてはまる」が 36.6%、32.2%、

「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の水準では「どちらかといえばあてはまる」が 37.0%と最も高

くなっています。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 72.7%、

72.1%、64.0%となっています。 
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図表2.１4.d.3.1 等価世帯収入別・勉強や成績のことを話してくれる(中学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.d.3.2 等価世帯収入別・勉強や成績のことを話してくれる

(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 14.d 勉強や成績について話してくれる） 

子どもから勉強や成績のことについて話をしてくれるかについて、世帯別にみると、小学生では、ふた

り親世帯においては「あてはまる」が 42.0%、ひとり親世帯および母子世帯では「どちらかといえばあ

てはまる」が 39.0%、37.6%と最も高くなっています。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあ

てはまる」の合計は、それぞれ 80.5%、72.2%、73.8%となっています。 
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図表2.１4.d.4.1 世帯別・勉強や成績のことを話してくれる(小学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.d.4.2 世帯別・勉強や成績のことを話してくれる(小学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 14.d 勉強や成績について話してくれる） 

子どもから勉強や成績のことについて話をしてくれるかについて、世帯別にみると、中学生では、いず

れの世帯においても「どちらかといえばあてはまる」が 36.5%、35.3%、36.3%と最も高くなってい

ます。また、「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計は、それぞれ 72.6%、67.5%、

68.2%となっています。 
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図表2.１4.d.5.1 世帯別・勉強や成績のことを話してくれる(中学生)

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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図表2.１4.d.5.2 世帯別・勉強や成績のことを話してくれる(中学生)[県調査結果]

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
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問１５．あなたは、次のようなことをどの程度していますか。 

a) 授業参観や運動会などの学校行事への参加 

(1)全体 

授業参観や運動会などの学校行事への参加について、小学生・中学生ともに、「よく参加している」が

86.7%、65.9%と最も高く、次いで「ときどき参加している」が 11.0%、25.9%となっています。ま

た、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、小学生では 97.7%、中学生では 91.8%

となっています。 
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図表2.１5.a.1.1 学校行事への参加

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答
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図表2.１5.a.1.2 学校行事への参加[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 15.a 学校行事への参加） 

授業参観や運動会などの学校行事への参加について、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの

水準においても「よく参加している」が 89.1%、87.5%、75.3%と最も高くなっています。また、「よ

く参加している」と「ときどき参加している」の合計は、それぞれ 99.0%、98.1%、92.8%となって

います。 
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図表2.１5.a.2.1 等価世帯収入別・学校行事への参加(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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図表2.１5.a.2.2 等価世帯収入別・学校行事への参加(小学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 15.a 学校行事への参加） 

授業参観や運動会などの学校行事への参加について、等価世帯収入別にみると、中学生では、いずれの

水準においても「よく参加している」が 70.1%、64.1%、57.9%と最も高くなっています。また、「よ

く参加している」と「ときどき参加している」の合計は、それぞれ 94.8%、91.4%、85.5%となって

います。 
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図表2.１5.a.3.1 等価世帯収入別・学校行事への参加(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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図表2.１5.a.3.2 等価世帯収入別・学校行事への参加(中学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 15.a 学校行事への参加） 

授業参観や運動会などの学校行事への参加について、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯にお

いても「よく参加している」が 88.0%、78.8%、78.4%と最も高くなっています。また、「よく参加し

ている」と「ときどき参加している」の合計は、それぞれ 98.4%、96.6%、97.2%となっています。 

 

 

  

88.0 

78.8 

78.4 
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17.8 

18.8 

1.3 

1.9 

1.4 

0.4 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,635

ひとり親

n=259

母子世帯

n=218

図表2.１5.a.4.1 世帯別・学校行事への参加(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない

90.9 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=776

ひとり親

n=54

母子世帯

n=48

図表2.１5.a.4.2 世帯別・学校行事への参加(小学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 15.a 学校行事への参加） 

授業参観や運動会などの学校行事への参加について、世帯別にみると、中学生では、いずれの世帯にお

いても「よく参加している」が 68.7%、49.8%、52.2%と最も高くなっています。また、「よく参加し

ている」と「ときどき参加している」の合計は、それぞれ 93.7%、84.0%、85.2%となっています。 
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49.8 

52.2 

25.0 

34.2 

33.0 

4.4 
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8.9 

1.9 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,428

ひとり親

n=319

母子世帯
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図表2.１5.a.5.1 世帯別・学校行事への参加(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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母子世帯
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図表2.１5.a.5.2 世帯別・学校行事への参加(中学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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b)ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加 

(1)全体 

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加について、小学生では、「とき

どき参加している」が 39.6%と最も高く、次いで「よく参加している」が 28.0%となっています。中

学生では、「ときどき参加している」が 37.8%と最も高く、次いで「あまり参加していない」が 29.1%

となっています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、小学生では 67.6%、

中学生では 55.6%となっています。 

 

 

  

28.0 

17.8 

39.6 

37.8 

23.7 

29.1 

8.2 

14.5 

0.5 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.１5.b.1.1 PTA活動等への参加

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答

42.1 

40.0 

37.9 

40.9 

15.7 

14.4 

3.9 

4.5 

0.4 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=687

図表2.１5.b.1.2 PTA活動等への参加[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 15.b PTA活動等への参加） 

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加について、等価世帯収入別にみ

ると、小学生では、「中央値以上」および「中央値の 2 分の 1以上中央値未満」の水準においては「とき

どき参加している」が 41.5%、41.1%、「中央値の 2 分の 1未満」の水準においては「よく参加してい

る」が 28.5%と最も高くなっています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計

は、それぞれ 70.1%、68.3%、51.8%となっています。 
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41.1 
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24.2 

23.5 
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8.1 

24.4 
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中央値以上

n=1,465

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,033

中央値の2分の1未満

n=193

図表2.１5.b.2.1 等価世帯収入別・PTA活動等への参加(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない

39.8 

43.6 

40.6 

38.8 

39.2 

33.3 

17.5 

14.3 

17.4 

3.8 

2.9 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=394

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=314

中央値の2分の1未満

n=69

図表2.１5.b.2.2 等価世帯収入別・PTA活動等への参加(小学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 15.b PTA活動等への参加） 

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加について、等価世帯収入別にみ

ると、中学生では、いずれの水準においても「ときどき参加している」が 39.7%、37.4%、32.7%と

最も高くなっています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、それぞれ 59.4%、

53.4%、48.6%となっています。 
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37.4 

32.7 

28.0 

30.6 
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12.7 

16.0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,366

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,011

中央値の2分の1未満

n=214

図表2.１5.b.3.1 等価世帯収入別・PTA活動等への参加(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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40.7 
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44.1 

33.9 

11.9 
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15.3 
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中央値以上

n=337

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=254

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.１5.b.3.2 等価世帯収入別・PTA活動等への参加(中学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 15.b PTA活動等への参加） 

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加について、世帯別にみると、小

学生では、いずれの世帯においても「ときどき参加している」が 40.9%、29.7%、30.7%と最も高く

なっています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、それぞれ 69.5%、

52.5%、53.6%となっています。 
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22.8 
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40.9 
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23.5 

26.6 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,633

ひとり親

n=259

母子世帯

n=218

図表2.１5.b.4.1 世帯別・PTA活動等への参加(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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n=54

母子世帯

n=48

図表2.１5.b.4.2 世帯別・PTA活動等への参加(小学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 15.b PTA活動等への参加） 

ＰＴＡ活動や保護者会、放課後学習支援等のボランティアなどへの参加について、世帯別にみると、中

学生では、ふたり親世帯およびひとり親世帯においては、「ときどき参加している」が 39.1%、30.2%、

母子世帯においては、「あまり参加していない」が 30.0%と最も高くなっています。また、「よく参加し

ている」と「ときどき参加している」の合計は、それぞれ 57.7%、43.1%、43.7%となっています。 
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ひとり親
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母子世帯

n=270

図表2.１5.b.5.1 世帯別・PTA活動等への参加(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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母子世帯

n=64

図表2.１5.b.5.2 世帯別・PTA活動等への参加(中学生)[県調査結果]

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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C) 子どもとの遊び 

(1)全体 

子どもとの遊びについて、小学生では、「ときどき参加している」が 57.6%、「よく参加している」が

26.0%、中学生では、「ときどき参加している」が 50.0%、「あまり参加していない」が 24.6%となっ

ています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、小学生では 83.6%、中学

生では 69.2%となっています。 

 

  

26.0 

19.2 

57.6 

50.0 

14.4 

24.6 

1.4 

5.3 

0.6 

1.0 
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保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.１5.c.1 子どもとの遊び

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答
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(2)等価世帯収入別 

子どもとの遊びについて、等価世帯収入別にみると、小学生、中学生ともに、いずれの水準においても

「ときどき参加している」が最も高く、小学生では 58.6%、58.9%、49.2%、中学生では 50.5％、

52.0％、49.5％となっています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、

小学生では、それぞれ 84.9%、83.3%、79.3%、中学生では、それぞれ 68.9%、71.1%、70.1%と

なっています。 
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24.4 
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49.2 

13.9 

15.3 

17.6 

1.2 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,464

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,032

中央値の2分の1未満

n=193

図表2.１5.c.2.1 等価世帯収入別・子どもとの遊び(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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中央値以上

n=1,365

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,010

中央値の2分の1未満

n=214

図表2.１5.c.2.2 等価世帯収入別・子どもとの遊び(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(3)世帯別 

子どもとの遊びについて、世帯別にみると、小学生、中学生ともに、いずれの世帯においても「ときど

き参加している」が最も高く、小学生では、それぞれ 58.1%、57.9%、60.1%、中学生では、それぞ

れ 50.5％、51.6％、51.5％となっています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」

の合計は、小学生では、それぞれ 84.4%、81.1%、82.6%、中学生では、それぞれ 69.8%、71.7%、

70.8%となっています。 
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ひとり親
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n=218

図表2.１5.c.3.1 世帯別・子どもとの遊び(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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図表2.１5.c.3.2 世帯別・子どもとの遊び(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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d) 子どもの勉強を見ている 

(1)全体 

子どもの勉強を見ているかについて、小学生・中学生ともに、「ときどき参加している」が 52.3%、

37.5%、「あまり参加していない」が 22.9%、36.4%となっています。また、「よく参加している」と

「ときどき参加している」の合計は、小学生では 72.0%、中学生では 46.4%となっています。 
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37.5 

22.9 
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0.5 
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保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.１5.d.1 子どもの勉強を見ている

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない 無回答
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(2)等価世帯収入別 

子どもの勉強を見ているかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水準においても

「ときどき参加している」が 53.6％、51.8％、45.1％と最も高くなっています。中学生では、「中央値

以上」の水準では「ときどき参加している」が 40.5％、「中央値の 2分の 1以上中央値未満」および「中

央値の 2分の 1未満」の水準では「あまり参加していない」が 37.5％、42.1％と最も高くなっていま

す。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、小学生では、それぞれ 73.4%、

71.3%、65.3%、中学生では、それぞれ 50.3%、44.3%、38.3%となっています。 
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n=1,464

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,033

中央値の2分の1未満

n=193

図表2.１5.d.2.1 等価世帯収入別・子どもの勉強を見ている(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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中央値の2分の1未満

n=214

図表2.１5.d.2.2 等価世帯収入別・子どもの勉強を見ている(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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(3)世帯別 

子どもの勉強を見ているかについて、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯においても「ときど

き参加している」が 53.4％、45.2％、45.4％と最も高く、中学生では、ふたり親世帯では「ときどき

参加している」が 38.7％、ひとり親世帯および母子世帯では「あまり参加していない」が 38.8％、38.5％

と最も高くなっています。また、「よく参加している」と「ときどき参加している」の合計は、小学生で

は、それぞれ 73.3%、62.6%、62.4%、中学生では、それぞれ 48.1%、38.4%、37.8%となってい

ます。 
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図表2.１5.d.3.1 世帯別・子どもの勉強を見ている(小学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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図表2.１5.d.3.2 世帯別・子どもの勉強を見ている(中学生)

よく参加している ときどき参加している あまり参加していない まったく参加していない
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問１６．お子さんは将来、現実的に見てどの学校に進学すると思いますか。 

(1)全体 

子どもの進学先の展望について、小学生・中学生ともに、「大学またはそれ以上」が 51.7%、47.6%、

次いで「短大、高専、専門学校まで」が 19.3%、21.4%となっています。 
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n=2,786

図表2.１６.1.1 子どもの進学先の展望

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない 無回答
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17.5 

21.9 

54.7 

52.8 

17.9 

13.3 

0.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=832

(県)中学生

n=684

図表2.１６.1.2 子どもの進学先の展望[県調査結果]

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 16.子どもの進学先の展望） 

子どもの進学先の展望について、等価世帯収入別にみると、小学生では、「中央値以上」および「中央

値の 2分の 1以上中央値未満」の水準においては「大学またはそれ以上」が、64.5%、40.0%、「中央

値の 2 分の 1 未満」の水準では「短大、高専、専門学校まで」が 29.7%と最も高くなっています。ま

た、「大学またはそれ以上」の割合は、「中央値の２分の１未満」の水準では「中央値以上」に比べて 35.8

㌽低くなっています。 
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17.9 

14.6 

24.0 

29.7 

64.5 

40.0 

28.7 

14.5 

20.8 

23.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1467

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1036

中央値の2分の1未満

n=195

図表2.１６.2.1 等価世帯収入別・子どもの進学先の展望（小学生）

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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14.1 
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18.2 

29.4 

68.7 

44.7 

26.5 

13.5 

23.0 

20.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=393

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=313

中央値の2分の1未満

n=68

図表2.１６.2.2 等価世帯収入別・子どもの進学先の展望（小学生）[県調査結果]

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 16.子どもの進学先の展望） 

子どもの進学先の展望について、等価世帯収入別にみると、中学生では、いずれの水準においても「大

学またはそれ以上」が 59.7%、37.0%、32.2%と最も高くなっていますが、「大学またはそれ以上」の

割合は、「中央値以上」と比較して、「中央値の２分の１以上中央値未満」では 22.7㌽、「中央値の２分

の１未満」では 27.5㌽低くなっています。 
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中央値以上

n=1,370

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,014

中央値の2分の1未満

n=214

図表2.１６.3.1 等価世帯収入別・子どもの進学先の展望（中学生）

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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22.0 

66.8 

42.2 

27.1 

10.7 
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18.6 
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中央値以上

n=337

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=251

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.１６.3.2 等価世帯収入別・子どもの進学先の展望（中学生）[県調査結果]

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 16.子どもの進学先の展望） 

子どもの進学先の展望について、世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯では「大学またはそれ以

上」が 54.3%、ひとり親世帯では「短大、高専、専門学校まで」が 29.5%、母子世帯では「大学また

はそれ以上」と「短大、高専、専門学校まで」が 29.1％と最も高くなっています。「大学またはそれ以

上」の割合は、ふたり親世帯と比較して、ひとり親世帯では 26.3㌽、母子世帯では 25.2㌽低くなって

います。 
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19.1 
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29.5 
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54.3 

28.0 

29.1 

17.4 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,640

ひとり親

n=261

母子世帯

n=220

図表2.１６.4.1 世帯別・子どもの進学先の展望（小学生）

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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n=53

母子世帯

n=47

図表2.１６.4.2 世帯別・子どもの進学先の展望（小学生）[県調査結果]

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 16.子どもの進学先の展望） 

子どもの進学先の展望について、世帯別にみると、中学生では、いずれの世帯でも「大学またはそれ以

上」が 50.0%、31.9%、33.1%と最も高くなっていますが、「大学またはそれ以上」の割合は、ふたり

親世帯と比較して、ひとり親世帯では 18.1㌽、母子世帯では 16.9㌽低くなっています。 
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図表2.１６.5.1 世帯別・子どもの進学先の展望（中学生）

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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図表2.１６.5.2 世帯別・子どもの進学先の展望（中学生）[県調査結果]

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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(6)保護者の学歴別・保護者[小学生]（問 16.子どもの進学先の展望） 

子どもの進学先の展望について、保護者の学歴別にみると、小学生では、いずれの分類でも「大学また

はそれ以上」が 78.7%、61.8%、32.2%と最も高くなっていますが、「大学またはそれ以上」の割合は、

「父母のいずれも、大学またはそれ以上」と比較して、「父母のいずれかが、大学またはそれ以上」では

16.9㌽、「その他」では 46.5㌽低くなっています。 
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18.3 

6.6 

16.8 
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父母のいずれも、大学

またはそれ以上 n=634

父母のいずれかが、大学ま

たはそれ以上 n=853

その他（不明等を含む）

n=1,211

図表2.１６.6.1 保護者の学歴別・子どもの進学先の展望（小学生）

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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父母のいずれも、大学

またはそれ以上 n=4

父母のいずれかが、大学ま

たはそれ以上 n=12

その他（不明等を含む）

n=52

図表2.１６.6.2 保護者の学歴別・子どもの進学先の展望（小学生） [県調査結果]

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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(7)保護者の学歴別・保護者[中学生]（問 16.子どもの進学先の展望） 

子どもの進学先の展望について、保護者の学歴別にみると、中学生では、いずれの分類でも「大学また

はそれ以上」が 77.7%、59.1%、31.4%と最も高くなっていますが、「大学またはそれ以上」の割合は、

「父母のいずれも、大学またはそれ以上」と比較して、「父母のいずれかが、大学またはそれ以上」では

18.6㌽、「その他」では 46.3㌽低くなっています。 
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n=1,321

図表2.１６.7.1 保護者の学歴別・子どもの進学先の展望（中学生）

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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たはそれ以上 n=9

その他（不明等を含む）
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図表2.１６.7.2 保護者の学歴別・子どもの進学先の展望（中学生） [県調査結果]

中学まで 高校まで
短大、高専、専門学校まで 大学またはそれ以上
まだ分からない
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問１７．前問で１～８と答えた場合、その理由は何ですか。 

(1)全体 

子どもの進学先の展望の理由について、小学生では、「一般的な進路だと思うから」が 41.8%と最も

高く、次いで「お子さんの学力から考えて」が 30.3%、「お子さんがそう希望しているから」が 27.7％

となっています。中学生では、「お子さんがそう希望しているから」が 44.9%と最も高く、次いで「お子

さんの学力から考えて」が 37.5%、「一般的な進路だと思うから」が 27.5％となっています。 

  

27.7 

41.8 

30.3 
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3.4 

9.4 
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27.5 

37.5 

10.1 
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一般的な進路

だと思うから

お子さんの学力

から考えて

家庭の経済的な

状況から考えて

その他

特に理由はない

無回答

図表2.１7.1 進学先の展望の理由

保護者[小学生] n=2,409 保護者[中学生] n=2,369
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(2)進学希望先別・保護者[小学生]（問 17.進学先の展望の理由） 

子どもの進学先の展望の理由について、進学希望先別にみると、小学生では、「全体」では「一般的な

進路だと思うから」が 42.3%、「高校まで」では「お子さんの学力から考えて」が 49.7%、「短大・高

専・専門学校まで」では「お子さんの学力から考えて」が 37.0%、「大学またはそれ以上」では「一般的

な進路だと思うから」が 55.3%と最も高くなっています。また、「家庭の経済的な状況から考えて」が

「高校まで」では 26.7%となっており、他の進学先と比較して高くなっています。 
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特に理由はない

図表2.１7.2.1 進学希望先別・進学先の展望の理由(小学生)

全体 n=2,379
進学希望・展望「高校まで」 n=318
進学希望・展望「短大・高専・専門学校まで」 n=565
進学希望・展望「大学またはそれ以上」 n=1,512
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図表2.１7.2.2 進学希望先別・進学先の展望の理由(小学生)[県調査結果]

全体 n=675
進学希望・展望「高校まで」 n=80
進学希望・展望「短大・高専・専門学校まで」 n=144
進学希望・展望「大学またはそれ以上」 n=447
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(3)進学希望先別・保護者[中学生]（問 17.進学先の展望の理由） 

子どもの進学先の展望の理由について、進学希望先別にみると、中学生では、「全体」では「お子さん

がそう希望しているから」が 45.4%、「高校まで」では「お子さんの学力から考えて」が 60.7%、「短

大・高専・専門学校まで」では「お子さんの学力から考えて」が 45.2%、「大学またはそれ以上」では

「お子さんがそう希望しているから」が 51.4%と最も高くなっています。また、「家庭の経済的な状況

から考えて」が「高校まで」では 23.8%と、他の進学先と比較して高くなっています。 
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図表2.１7.3.1 進学希望先別・進学先の展望の理由(中学生)

全体 n=2,339

進学希望・展望「高校まで」 n=433

進学希望・展望「短大・高専・専門学校まで」 n=595

進学希望・展望「大学またはそれ以上」 n=1,327
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図表2.１7.3.2 進学希望先別・進学先の展望の理由(中学生)[県調査結果]

全体 n=589
進学希望・展望「高校まで」 n=82
進学希望・展望「短大・高専・専門学校まで」 n=149
進学希望・展望「大学またはそれ以上」 n=355
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(4)等価世帯収入別・進学先を「高校まで」と考える理由・保護者[小学生]（問 17.進学先の展望の理由） 

子どもの進学先を「高校まで」と考える理由について、等価世帯収入別にみると、小学生では、「中央

値以上」、「中央値の２分の１以上中央値未満」の水準では、「お子さんの学力から考えて」が 65.2%、

43.9%と最も高く、「中央値の 2分の 1未満」の水準では、「お子さんの学力から考えて」と「家庭の経

済的な状況から考えて」がともに 42.9%と最も高くなっています。 
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図表2.１7.4.1 等価世帯収入別・高校までと考える理由(小学生)
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図表2.１7.4.2 等価世帯収入別・高校までと考える理由(小学生)[県調査結果]

中央値以上

n=11

中央値の2分の1以上中央値未満

n=43

中央値の2分の1未満

n=15
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(5)世帯別・進学先を「高校まで」と考える理由・保護者[小学生]（問 17.進学先の展望の理由） 

子供の進学先を「高校まで」と考える理由について、世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯では

「お子さんの学力から考えて」が 51.7%、ひとり親世帯では「お子さんの学力から考えて」と「家庭の

経済的な状況から考えて」がともに 41.5%と最も高くなっています。母子世帯では「家庭の経済的な状

況から考えて」が 47.6%と最も高くなっています。 
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図表2.１7.5.1 世帯別・高校までと考える理由(小学生)
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図表2.１7.5.2 世帯別・高校までと考える理由(小学生)[県調査結果]

ふたり親

n=72

ひとり親

n=7

母子世帯

n=5
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(6)等価世帯収入別・進学先を「高校まで」と考える理由・保護者[中学生]（問 17.進学先の展望の理由） 

子供の進学先を「高校まで」と考える理由について、等価世帯収入別にみると、中学生では、いずれの

水準においても「お子さんの学力から考えて」が 65.0%、58.9%、52.5%と最も高く、次いで「お子

さんがそう希望しているから」が 33.6%、29.2%、32.2%となっています。また、「家庭の経済的な状

況から考えて」が、それぞれ 13.9%、27.8%、30.5%となり、「中央値以上」に比べて「中央値の２分

の１以上中央値未満」では 13.9㌽、「中央値の２分の１未満」では 16.6㌽高くなっています。 
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図表2.１7.6.1 等価世帯収入別・高校までと考える理由(中学生)

中央値以上
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図表2.１7.6.2 等価世帯収入別・高校までと考える理由(中学生)[県調査結果]

中央値以上

n=22

中央値の2分の1以上中央値未満

n=36

中央値の2分の1未満

n=9
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(7)世帯別・進学先を「高校まで」と考える理由・保護者[中学生]（問 17.進学先の展望の理由） 

子どもの進学先を「高校まで」と考える理由について、世帯別にみると、中学生では、いずれの世帯に

おいても「お子さんの学力から考えて」が 63.6%、51.1%、53.3%と最も高く、次いで、ふたり親世

帯では、「お子さんがそう希望しているから」が 30.1%、ひとり親世帯および母子世帯では「家庭の経済

的な状況から考えて」が 39.4%、45.3%となっています。 
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図表2.１7.7.1 世帯別・高校までと考える理由(中学生)
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図表2.１7.7.2 世帯別・高校までと考える理由(中学生)[県調査結果]
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問１８．あなたは次に挙げる事柄(ことがら)で頼れる人はいますか。 

a) 子育てに関する相談 

(1)-1全体 

子育てに関する相談で頼れる人がいるかについて、小学生・中学生ともに「頼れる人がいる」が、94.1%、

92.5％と最も高くなっています。また、「いない」が、2.4%、3.4%となっています。 
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図表2.１８.a.1-1.1 子育てに関する相談で頼れる人がいるか

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない 無回答

93.2 

93.2 

3.8 
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0.7 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=687

図表2.１８.a.1-1.2 子育てに関する相談で頼れる人がいるか[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない 無回答
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(1)-2頼る相手(全体) 

子育てに関する相談で頼る先について、小学生・中学生ともに「家族・親族」が 93.2%、91.7％と最

も高く、次いで「友人・知人」が 65.4%、63.3%、「職場の人」が 36.0％、35.2％となっています。 
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図表2.１8.a.1-2.1 子育てに関する相談で頼る先

保護者

[小学生] n=2,752

保護者

[中学生] n=2,577

90.5 
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8.6 

31.6 
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無回答

図表2.１8.a.1-2.2 子育てに関する相談で頼る先[県調査結果]

(県)小学生 n=779 (県)中学生 n=640
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(2)-1等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談） 

子育てに関する相談で頼れる人がいるかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水

準においても「頼れる人がいる」が、95.9%、95.8％、88.5%と最も高くなっています。また、「いな

い」が、それぞれ 1.3%、3.0%、7.8%となっており、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分

の１未満）」では、他の水準と比較して高くなっています。 
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図表2.１8.a.2-1.1 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先(小学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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図表2.１8.a.2-1.2 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先

(小学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(2)-2等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談相手） 

子育てに関する相談で頼る先について、等価世帯収入別にみると、小学生では、いずれの水準において

も「家族・親族」が 95.0%、92.8％、81.8%と最も高く、次いで、「友人・知人」が 64.8%、68.6%、

55.9%となっています。また、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、「相談・

支援機関や福祉の人」が 11.2％と、他の水準と比較して高くなっています。 
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図表2.１8.a.2-2.1 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先(小学生)
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図表2.１8.a.2-2.2 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先

(小学生)[県調査結果]

中央値以上
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中央値の2分の1未満

n=64
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(3)-1等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談） 

子育てに関する相談で頼れる人がいるかについて、等価世帯収入別にみると、中学生では、いずれの水

準においても「頼れる人がいる」が 96.1%、93.5％、87.5%と最も高くなっています。また、「いない」

が、それぞれ 2.3%、4.0%、7.2%となっており、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１

未満）」では、他の水準と比較して高くなっています。 
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図表2.１8.a.3-1.1 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先(中学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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図表2.１8.a.3-1.2 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先

(中学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(3)-2等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談相手） 

子育てに関する相談で頼る先について、等価世帯収入別にみると、中学生では、いずれの水準において

も「家族・親族」が 93.0%、91.9％、83.0%と最も高くなっています。次いで、「友人・知人」が、そ

れぞれ 63.4%、63.2%、64.3%となっています。 
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図表2.１8.a.3-2.1 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先(中学生)

中央値以上

n=1,306

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=931

中央値の2分の1未満

n=182

90.9 

51.7 

8.8 

34.4 

0.9 

5.4 

0.6 

87.9 

61.6 

6.9 

33.6 

0.9 

5.2 

2.2 

80.4 

54.9 

2.0 

31.4 

2.0 

11.8 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

図表2.１8.a.3-2.2 等価世帯収入別・子育てに関する相談で頼る先

(中学生)[県調査結果]
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(4)-1世帯別・保護者[小学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談） 

子育てに関する相談で頼れる人がいるかについて、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯におい

ても「頼れる人がいる」が 96.0%、88.7％、92.2%と最も高くなっています。また、「いない」が、そ

れぞれ 2.0%、7.0%、5.0%となっており、ひとり親世帯では、ふたり親世帯と比較して高くなってい

ます。 
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図表2.１8.a.4-1.1 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(小学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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図表2.１8.a.4-1.2 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(小学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(4)-2世帯別・保護者[小学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談相手） 

子育てに関する相談で頼る先について、世帯別にみると、小学生では、いずれの世帯においても「家族・

親族」が 94.6%、79.4％、80.1%と最も高くなっています。次いで、「友人・知人」が、65.5%、64.5%、

68.7%となっています。また、ひとり親世帯では、「相談・支援機関や福祉の人」が 8.8％と、ふたり親

世帯と比較して高くなっています。 
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スクールソーシャルワーカー

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

図表2.１8.a.4-2.1 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(小学生)

ふたり親

n=2,509

ひとり親

n=228

母子世帯

n=201
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61.5 

9.0 

31.8 
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1.5 

88.9 
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35.6 
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4.4 

0.0 
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近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

図表2.１8.a.4-2.2 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(小学生)[県調査結果]

ふたり親

n=723

ひとり親

n=45

母子世帯

n=40
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 (5)-1世帯別・保護者[中学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談） 

子育てに関する相談で頼れる人がいるかについて、世帯別にみると、中学生では、いずれの世帯におい

ても「頼れる人がいる」が 95.1%、87.9％、88.8%と最も高くなっています。また、「いない」が、そ

れぞれ 3.0%、6.7%、6.4%となっており、ひとり親世帯では、ふたり親世帯と比較して高くなってい

ます。 
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図表2.１8.a.5-1.1 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(中学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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図表2.１8.a.5-1.2 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(中学生) [県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(5)-2世帯別・保護者[中学生]（問 18 a 子育て相談に関する相談相手） 

子育てに関する相談で頼る先について、世帯別にみると、中学生では、いずれの世帯においても「家族・

親族」がそれぞれ 93.2%、80.1％、80.2%と最も高くなっています。次いで、「友人・知人」が、それ

ぞれ 63.0%、65.2%、67.9%となっています。また、ひとり親世帯では、「相談・支援機関や福祉の人」

が 4.0％と。ふたり親世帯と比較してやや高くなっています。 
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スクールソーシャルワーカー

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

図表2.１8.a.5-2.1 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(中学生)

ふたり親

n=2,286

ひとり親
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図表2.１8.a.5-2.2 世帯別・子育てに関する相談で頼る先(中学生)[県調査結果]

ふたり親

n=567

ひとり親

n=62

母子世帯

n=53
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b) 重要な事柄の相談 

(1)-1全体 

重要な事柄の相談で頼れる人がいるかについて、小学生・中学生ともに「頼れる人がいる」が 92.8%、

91.4％と最も高くなっています。また、「いない」がそれぞれ 2.8%、3.6%となっています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.１８.b.1-1.1 重要な事柄の相談で頼れる人がいるか

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない 無回答

92.0 

92.6 

4.3 
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3.1 

1.2 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=687

図表2.１８.b.1-1.2 重要な事柄の相談で頼れる人がいるか[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない 無回答
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(1)-2頼る相手(全体) 

重要な事柄の相談で頼る先がついて、小学生・中学生ともに「家族・親族」が 94.5%、94.1％と最も

高く、次いで「友人・知人」が 34.0%、34.1%となっています。 
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無回答

図表2.１8.b.1-2.1 重要な事柄の相談で頼る先

保護者

[小学生] n=2,714

保護者

[中学生] n=2,546
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相談・支援機関や福祉の人

その他

不明・無回答

図表2.１8.b.1-2.2 重要な事柄の相談で頼る先[県調査結果]

(県)小学生

n=769

(県)中学生

n=636
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(2)-1等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 18 b 重要な事柄の相談） 

重要な事柄の相談で頼れる人がいるかについて、等価世帯収入別でみると、小学生では、いずれの水準

においても「頼れる人がいる」が 95.8%、93.9％、81.8%と最も高くなっています。また、「いない」

が、それぞれ 1.2%、3.9%、10.4%となっており、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の

１未満）」では、他の水準と比較して高くなっています。 
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93.9 
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n=1,451

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,027

中央値の2分の1未満

n=192

図表2.１8.b.2-1.1 等価世帯収入別・重要な事柄の相談で頼る人がいるか

(小学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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89.7 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=391

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=312

中央値の2分の1未満

n=68

図表2.１8.b.2-1.2 等価世帯収入別・重要な事柄の相談で頼る人がいるか

(小学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(2)-2等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 18 b 重要な事柄の相談相手） 

重要な事柄の相談で頼る先について、等価世帯収入別でみると、小学生では、いずれの水準においても

「家族・親族」がそれぞれ 97.8%、95.3％、86.0%と最も高くなっています。次いで、「友人・知人」

が、それぞれ 35.2%、33.5%、39.5%となっています。また、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央

値の２分の１未満）」では、「相談・支援機関や福祉の人」が 7.0％と、他の水準と比較して高くなってい

ます。 
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図表2.１8.b.2-2.1 等価世帯収入別・重要な事柄を相談で頼る先(小学生)

中央値以上

n=1,390

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=964

中央値の2分の1未満

n=157
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その他

図表2.１8.b.2-2.2 等価世帯収入別・重要な事柄の相談で頼る先

(小学生)[県調査結果]

中央値以上

n=362

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=289

中央値の2分の1未満

n=61



125 

 

(3)-1等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 18 b 重要な事柄の相談） 

重要な事柄の相談で頼れる人がいるかについて、等価世帯収入別でみると、中学生では、いずれの水準

においても「頼れる人がいる」が 95.1%、93.4％、84.1%と最も高くなっています。また、「いない」

が、それぞれ 2.4%、4.0%、9.1%となっており、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１

未満）」では、他の水準と比較して高くなっています。 
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中央値未満 n=955

中央値の2分の1未満
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図表2.１8.b.3-1.1 等価世帯収入別・重要な事柄の相談で頼る人がいるか

(中学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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中央値未満 n=252

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.１8.b.3-1.2 等価世帯収入別・重要な事柄の相談で頼る人がいるか

(中学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(3)-2等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 18 b 重要な事柄の相談相手） 

重要な事柄の相談で頼る先について、等価世帯収入別でみると、中学生では、いずれの水準においても

「家族・親族」が 96.3%、95.4％、88.6%と最も高くなっています。次いで、「友人・知人」が、それ

ぞれ 33.6%、34.3%、42.3%となっています。 
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図表2.１8.b.3-2.1 等価世帯収入別・重要な事柄を相談で頼る先(中学生)

中央値以上

n=1,288
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n=175
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その他

図表2.１8.b.3-2.2 等価世帯収入別・重要な事柄を相談で頼る先

(中学生)[県調査結果]

中央値以上

n=315

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=231

中央値の2分の1未満

n=49
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(4)-1世帯別・保護者[小学生]（問 18 b 重要な事柄の相談） 

重要な事柄の相談で頼れる人がいるかについて、世帯別でみると、小学生では、いずれの世帯において

も「頼れる人がいる」が 95.2%、83.2％、85.6%と最も高くなっています。また、「いない」が、それ

ぞれ 2.3%、8.6%、7.9%となっており、ひとり親世帯では、ふたり親世帯と比較して高くなっていま

す。 
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図表2.１8.b.4-1.1 世帯別・重要な事柄を相談で頼る人がいるか(小学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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図表2.１8.b.4-1.2 世帯別・重要な事柄を相談で頼る人がいるか

(小学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(4)-2世帯別・保護者[小学生]（問 18 b 重要な事柄の相談相手） 

重要な事柄の相談で頼る先について、世帯別でみると、小学生では、いずれの世帯においても「家族・

親族」が 97.1%、82.6％、84.8%と最も高くなっています。次いで、「友人・知人」が、それぞれ 33.8%、

42.7%、46.7%となっています。また、ひとり親世帯では、「職場の人」が 12.2％、「相談・支援機関

や福祉の人」が 5.6％と、ふたり親世帯と比較して高くなっています。 
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図表2.１8.b.4-2.1 世帯別・重要な事柄を相談で頼る先(小学生)
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図表2.１8.b.4-2.2 世帯別・重要な事柄を相談で頼る先(小学生)[県調査結果]
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(5)-1世帯別・保護者[中学生]（問 18 b 重要な事柄の相談） 

重要な事柄の相談で頼れる人がいるかについて、世帯別でみると、中学生では、いずれの世帯において

も「頼れる人がいる」が 94.6%、84.3％、85.6%と最も高くなっています。また、「いない」が、それ

ぞれ 3.1%、8.3%、8.7%となっており、ひとり親世帯では、ふたり親世帯と比較して高くなっていま

す。 
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母子世帯

n=264

図表2.１8.b.5-1.1 世帯別・重要な事柄を相談で頼る人がいるか(中学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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ひとり親

n=75

母子世帯

n=63

図表2.１8.b.5-1.2 世帯別・重要な事柄を相談で頼る人がいるか

(中学生) [県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(5)-2世帯別・保護者[中学生]（問 18 b 重要な事柄の相談相手） 

重要な事柄の相談で頼る先について、世帯別でみると、中学生では、いずれの世帯においても「家族・

親族」が、96.2%、86.7％、88.9%と最も高くなっています。次いで、「友人・知人」が、それぞれ 32.6%、

50.4%、51.3%となっています。また、ひとり親世帯では、「職場の人」が 13.6％、「相談・支援機関

や福祉の人」が 3.4％と、ふたり親世帯と比較して高くなっています。 
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相談・支援機関や福祉の人
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図表2.１8.b.5-2.1 世帯別・重要な事柄の相談で頼る先(中学生)

ふたり親
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ひとり親
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民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

図表2.１8.b.5-2.2 世帯別・重要な事柄の相談で頼る先(中学生)[県調査結果]

ふたり親

n=567

ひとり親

n=58

母子世帯

n=49
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c) いざという時のお金の援助 

(1)-1全体 

いざという時のお金の援助で頼れる人がいるかについて、小学生・中学生ともに「頼れる人がいる」が、

73.6%、72.1％と最も高く、次いで「そのことでは人を頼らない」が 17.1%、16.4%、「いない」が

7.5％、9.5％となっています。 
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2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.１８.c.1.1 お金の援助で頼れる人がいるか

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない 無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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n=836

(県)中学生

n=687

図表2.１８.c.1.2 お金の援助で頼れる人がいるか[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない 無回答
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(1)-2頼る相手 

いざという時のお金の援助で頼る先について、小学生・中学生ともに「家族・親族」が 97.9%、98.4％

と最も高く、次いで「友人・知人」が、それぞれ 2.1%、2.7%となっています。 
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無回答

図表2.１8.c.1-2.1 お金の援助で頼る先

保護者

[小学生] n=2,153

保護者

[中学生] n=2,009
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不明・無回答

図表2.１8.c.1-2.2 お金の援助で頼る先[県調査結果]

(県)小学生

n=603

(県)中学生

n=479
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(2)-1等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 18 c いざというときのお金の援助） 

いざというときのお金の援助で頼れる人がいるかについて、等価世帯収入別でみると、小学生では、い

ずれの水準においても「頼れる人がいる」が 76.7%、74.1％、62.8%と最も高くなっています。次い

で、「中央値以上」および「中央値の２分の１以上中央値未満」では、「そのことでは人を頼らない」が、

19.3%、16.3%となっています。また、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で

は、「いない」が 21.3%となっており、他の水準と比較して高くなっています。 
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中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,025

中央値の2分の1未満

n=188

図表2.１8.c.2-1.1 等価世帯収入別・お金の援助で頼る人がいるか(小学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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16.2 

23.0 

14.1 
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中央値以上

n=391

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=312

中央値の2分の1未満

n=68

図表2.１8.c.2-1.2 等価世帯収入別・お金の援助で頼る人がいるか

(小学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(2)-2等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 18 c いざというときのお金の援助を頼る相手） 

いざというときのお金の援助で頼る先について、等価世帯収入別でみると、小学生では、いずれの水準

においても「家族・親族」が 98.2%、98.3％、94.9%と最も高くなっています。また、「もっとも収入

の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、「友人・知人」が 5.9％、「相談・支援機関や福祉の

人」が 2.5％と、他の水準と比較してやや高くなっています。 
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図表2.１8.c.2-2.1 等価世帯収入別・お金の援助で頼る先(小学生)

中央値以上

n=1,110

中央値の2分の1以上
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中央値の2分の1未満
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図表2.１8.c.2-2.2 等価世帯収入別・お金の援助で頼る先(小学生)[県調査結果]

中央値以上

n=273

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=233

中央値の2分の1未満

n=48
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(3)-1等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 18 c いざというときのお金の援助） 

いざというときのお金の援助で頼れる人がいるかについて、等価世帯収入別でみると、中学生では、い

ずれの水準においても「頼れる人がいる」が 74.3%、74.1％、67.5%と最も高く、次いで「そのこと

では人を頼らない」が 18.8%、14.7%、16.7%となっています。また、「もっとも収入の水準が低い世

帯（中央値の２分の１未満）」では、「いない」が 15.8%となっており、他の水準と比較して高くなって

います。 
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図表2.１8.c.3-1.1 等価世帯収入別・お金の援助で頼る人がいるか(中学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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中央値未満 n=252

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.１8.c.3-1.2 等価世帯収入別・お金の援助で頼る人がいるか

(中学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(3)-2等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 18 c いざというときのお金の援助を頼る相手） 

いざというときのお金の援助で頼る先について、等価世帯収入別でみると、中学生では、いずれの水準

においても「家族・親族」が 98.7%、98.5％、97.2%と最も高くなっています。また、「もっとも収入

の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、「友人・知人」が 5.7％、「職場の人」、「相談・支援

機関や福祉の人」が 2.1％と、他の水準と比較してやや高くなっています。 
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図表2.１8.c.3-2.1 等価世帯収入別・お金の援助で頼る先(中学生)
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図表2.１8.c.3-2.2 等価世帯収入別・お金の援助で頼る先(中学生)[県調査結果]
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(4)-1世帯別・保護者[小学生]（問 18 c いざというときのお金の援助） 

いざというときのお金の援助で頼れる人がいるかについて、世帯別でみると、小学生では、いずれの世

帯においても「頼れる人がいる」が 76.2%、63.2％、63.1%と最も高く、次いで「そのことでは人を

頼らない」が 17.2%、20.2%、20.1%となっています。また、ひとり親世帯では、「いない」が 16.6%

となっており、ふたり親世帯と比較して高くなっています。 
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図表2.１8.c.4-1.1 世帯別・お金の援助で頼る人がいるか(小学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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図表2.１8.c.4-1.2 世帯別・お金の援助で頼る人がいるか(小学生)[県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(4)-2世帯別・保護者[小学生]（問 18 c いざというときのお金の援助を頼る相手） 

いざというときのお金の援助で頼る先について、世帯別でみると、小学生では、いずれの世帯において

も「家族・親族」が 98.2%、93.8％、94.8%と最も高くなっています。また、ひとり親世帯では、「友

人・知人」が 7.5％、「相談・支援機関や福祉の人」が 4.4％と、ふたり親世帯と比較してやや高くなっ

ています。 
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図表2.１8.c.4-2.1 世帯別・お金の援助で頼る先(小学生)
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図表2.１8.c.4-2.2 世帯別・お金の援助で頼る先(小学生)[県調査結果]
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(5)-1世帯別・保護者[中学生]（問 18 c いざというときのお金の援助） 

いざというときのお金の援助で頼れる人がいるかについて、世帯別でみると、中学生では、いずれの世

帯においても「頼れる人がいる」が 74.7%、64.6％、64.3%と最も高く、次いで「そのことでは人を

頼らない」が 16.2%、20.7%、21.1%となっています。また、ひとり親世帯では、「いない」が 14.6%

となっており、ふたり親世帯と比較して高くなっています。 
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図表2.１8.c.5-1.1 世帯別・お金の援助で頼る人がいるか(中学生)

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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ふたり親

n=601

ひとり親

n=74

母子世帯

n=63

図表2.１8.c.5-1.2 世帯別・お金の援助で頼る人がいるか(中学生) [県調査結果]

頼れる人がいる いない そのことでは人を頼らない
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(5)-2世帯別・保護者[中学生]（問 18 c いざというときのお金の援助を頼る相手） 

いざというときのお金の援助で頼る先について、世帯別でみると、中学生では、いずれの世帯において

も「家族・親族」が 98.8%、94.6％、95.9%と最も高くなっています。また、ひとり親世帯では、「友

人・知人」が 6.4％、「相談・支援機関や福祉の人」が 3.4％と、ふたり親世帯と比較してやや高くなっ

ています。 

 

 

98.8 

2.3 

0.1 

0.6 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0.7 

94.6 

6.4 

0.5 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

2.5 

95.9 

6.4 

0.6 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

学校の先生

スクールカウンセラー

スクールソーシャルワーカー

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

図表2.１8.c.5-2.1 世帯別・お金の援助で頼る先(中学生)

ふたり親

n=1,794

ひとり親

n=203

母子世帯

n=171

98.4 

1.2 

0.5 

0.0 

0.0 

0.7 

0.7 

100.0 

2.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家族・親族

友人・知人

近所の人

職場の人

民生委員・児童委員

相談・支援機関や福祉の人

その他

図表2.１8.c.5-2.2 世帯別・お金の援助で頼る先(中学生)[県調査結果]

ふたり親

n=425

ひとり親

n=46

母子世帯

n=39
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問１９．あなたは、子育てに関する不安や悩みを誰に相談していますか。 

(1)全体 

子育て相談の相手について、小学生・中学生ともに「配属者（パートナー）」が 76.4%、69.3％と最

も高く、次いで「親」が 59.9%、55.2%、「職場の人や知人・友人」が 52.8%、50.8%となっていま

す。 

 

  

5.6 

76.4 

27.6 

59.9 

2.4 

52.8 

9.2 

3.7 

5.3 

0.8 

1.8 

1.2 

1.3 

1.8 

0.6 

7.9 

69.3 

27.0 

55.2 

2.0 

50.8 

5.1 

4.3 

3.8 

0.3 

1.8 

0.8 

1.7 

2.4 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不安や悩みを相談する必要性を感じていない

配偶者（パートナー）

兄弟姉妹

親

隣近所や民生委員など地域住民

職場の人や知人・友人

幼稚園・保育所・認定こども園や学校の先生

塾や習い事の先生

かかりつけの医師

保健所・保健福祉センター

専門の相談員（市の相談窓口など）

フェイスブック、インスタグラムなどＳＮＳ上の友達

その他

相談できる相手がいない

無回答

図表2.１9.1 子育て相談の相手

保護者[小学生] n=2,926 保護者[中学生] n=2,786
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(2)等価世帯収入別 

子育て相談の相手について、等価世帯収入別にみると、小学生では、「中央値以上」および「中央値の

2 分の 1以上中央値未満」の水準では「配偶者（パートナー）」が 83.5％、74.1％、「中央値の 2分の

1 未満」の水準では「親」が 50.3％と最も高くなっています。中学生では、「中央値以上」および「中央

値の 2分の 1以上中央値未満」の水準では「配偶者（パートナー）」が 73.9％、64.9％、「中央値の 2

分の 1未満」の水準では「職場の人や知人・友人」が 53.8％と最も高くなっています。 

 

5.5 

83.5 

26.8 

60.7 

2.7 

53.9 

8.8 

4.7 

5.6 

0.5 

1.3 

0.9 

0.8 

1.2 

4.5 

74.1 

29.2 

62.0 

2.3 

53.2 

9.7 

2.6 

4.3 

0.9 

2.3 

1.8 

1.6 

1.7 

9.7 

42.1 

30.3 

50.3 

1.5 

43.6 

9.2 

2.1 

7.2 

2.6 

4.1 

1.0 

1.5 

6.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不安や悩みを相談する必要性を感じていない

配偶者（パートナー）

兄弟姉妹

親

隣近所や民生委員など地域住民

職場の人や知人・友人

幼稚園・保育所・認定こども園や学校の先生

塾や習い事の先生

かかりつけの医師

保健所・保健福祉センター

専門の相談員（市の相談窓口など）

フェイスブック、インスタグラムなどＳＮＳ上の友達

その他

相談できる相手がいない

図表2.１9.2.1 等価世帯収入別・子育て相談の相手（小学生）

中央値以上 n=1,467 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,036 中央値の2分の1未満 n=195
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6.7 

73.9 

25.6 

52.8 

2.3 

48.8 

5.0 

5.2 

3.5 

0.1 

1.5 

1.0 

1.5 

1.2 

7.0 

64.9 

26.2 

55.3 

1.4 

50.0 

5.0 

3.0 

3.7 

0.4 

1.7 

0.5 

1.7 

2.7 

14.4 

37.4 

28.7 

51.8 

2.6 

53.8 

4.6 

1.5 

5.1 

0.0 

2.6 

1.0 

2.6 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不安や悩みを相談する必要性を感じていない

配偶者（パートナー）

兄弟姉妹

親

隣近所や民生委員など地域住民

職場の人や知人・友人

幼稚園・保育所・認定こども園や学校の先生

塾や習い事の先生

かかりつけの医師

保健所・保健福祉センター

専門の相談員（市の相談窓口など）

フェイスブック、インスタグラムなどＳＮＳ上の友達

その他

相談できる相手がいない

図表2.１9.2.1 等価世帯収入別・子育て相談の相手（中学生）

中央値以上 n=1,370 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,014 中央値の2分の1未満 n=214
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(3)世帯別 

子育て相談の相手について、世帯別にみると、小学生では、ふたり親世帯では「配偶者（パートナー）」

が 83.4％、ひとり親世帯および母子世帯では「職場の人や知人・友人」が 55.9％、61.4％と最も高く

なっています。中学生では、ふたり親世帯では「配偶者（パートナー）」が 72.2％、ひとり親世帯および

母子世帯では「職場の人や知人・友人」が 65.5％、70.5％と最も高くなっています。 

 

5.3 

83.4 

27.8 

60.9 

2.6 

52.7 

9.7 

3.8 

5.3 

0.7 

1.7 

1.2 

1.1 

1.3 

8.0 

8.4 

26.8 

52.9 

0.8 

55.9 

4.2 

2.7 

4.2 

1.1 

3.8 

1.1 

3.4 

6.9 

7.3 

9.5 

29.1 

54.5 

0.5 

61.4 

3.6 

3.2 

3.6 

0.5 

3.2 

0.9 

2.7 

5.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不安や悩みを相談する必要性を感じていない

配偶者（パートナー）

兄弟姉妹

親

隣近所や民生委員など地域住民

職場の人や知人・友人

幼稚園・保育所・認定こども園や学校の先生

塾や習い事の先生

かかりつけの医師

保健所・保健福祉センター

専門の相談員（市の相談窓口など）

フェイスブック、インスタグラムなどＳＮＳ上の友達

その他

相談できる相手がいない

図表2.１9.3.1 世帯別・子育て相談の相手（小学生）

ふたり親 n=2,640 ひとり親 n=261 母子世帯 n=220
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6.4 

72.2 

25.2 

52.1 

1.9 

46.8 

5.2 

4.2 

3.7 

0.3 

1.5 

0.8 

1.3 

1.7 

19.2 

6.9 

31.4 

58.6 

1.9 

65.5 

1.9 

3.4 

3.8 

0.0 

3.4 

1.1 

5.4 

8.8 

18.2 

7.3 

32.7 

62.7 

1.4 

70.5 

1.8 

3.6 

4.5 

0.0 

2.7 

1.4 

4.5 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

不安や悩みを相談する必要性を感じていない

配偶者（パートナー）

兄弟姉妹

親

隣近所や民生委員など地域住民

職場の人や知人・友人

幼稚園・保育所・認定こども園や学校の先生

塾や習い事の先生

かかりつけの医師

保健所・保健福祉センター

専門の相談員（市の相談窓口など）

フェイスブック、インスタグラムなどＳＮＳ上の友達

その他

相談できる相手がいない

図表2.１9.3.2 世帯別・子育て相談の相手（中学生）

ふたり親 n=2,435 ひとり親 n=323 母子世帯 n=272
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問２０．子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感じることが多いと 

思いますか。 

(1)全体 

子育てを楽しい・辛いと感じるかについて、小学生・中学生ともに「楽しいと感じることの方が多い」

が 59.3%、58.3％と最も高く、次いで「楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい」が

32.6%、31.2%となっています。 

 

  

59.3 

58.3 

32.6 

31.2 

4.0 

4.9 

0.9 

0.6 

2.7 

4.1 

0.6 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２０.1 子育てが楽しく（または辛く）感じるか

楽しいと感じることの方が多い
楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい
辛いと感じることの方が多い
その他
わからない
無回答
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(2)等価世帯収入別 

子育てを楽しい・辛いと感じるかについて、等価世帯収入別にみると、小学生・中学生ともに、いずれ

の水準においても「楽しいと感じることの方が多い」が、小学生では、それぞれ63.1％、57.2％、47.9％、

中学生では、それぞれ 61.5％、58.4％、47.7％と最も高くなっています。また、「もっとも収入の水準

が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、「辛いと感じることの方が多い」が小学生 5.7％、中学生

6.1％となっており、他の水準と比較してやや高くなっています。 

 

 

 
  

63.1 

57.2 

47.9 

30.5 

34.3 

41.8 

3.6 

4.3 

5.7 

0.6 

1.2 

1.0 

2.2 

3.0 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,463

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,035

中央値の2分の1未満

n=194

図表2.２０.2.1 等価世帯収入別・子育てが楽しく（または辛く）感じるか（小学生）

楽しいと感じることの方が多い 楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい

辛いと感じることの方が多い その他

わからない

61.5 

58.4 

47.7 

29.5 

32.1 

39.7 

5.0 

4.7 

6.1 

0.7 

0.5 

1.9 

3.4 

4.4 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,368

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,009

中央値の2分の1未満

n=214

図表2.２０.2.2 等価世帯収入別・子育てが楽しく（または辛く）感じるか（中学生）

楽しいと感じることの方が多い 楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい

辛いと感じることの方が多い その他

わからない
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(3)世帯別 

子育てを楽しい・辛いと感じるかについて、世帯別にみると、小学生・中学生ともに、いずれの世帯に

おいても「楽しいと感じることの方が多い」が、小学生では、それぞれ 60.4％、52.3％、53.4％、中

学生では、それぞれ 59.8％、52.2％、54.0％と最も高くなっています。また、ひとり親世帯では、「辛

いと感じることの方が多い」が小学生 7.8％、中学生 5.9％となっており、他の世帯と比較してやや高く

なっています。 

 

 
  

60.4 

52.3 

53.4 

32.6 

33.3 

32.0 

3.6 

7.8 

8.2 

0.8 

2.3 

2.3 

2.5 

4.3 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,632

ひとり親

n=258

母子世帯

n=219

図表2.２０.3.1 世帯別・子育てが楽しく（または辛く）感じるか（小学生）

楽しいと感じることの方が多い 楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい

辛いと感じることの方が多い その他

わからない

59.8 

52.2 

54.0 

30.9 

35.4 

33.8 

4.8 

5.9 

5.9 

0.6 

1.2 

1.5 

4.0 

5.3 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,426

ひとり親

n=322

母子世帯

n=272

図表2.２０.3.2 世帯別・子育てが楽しく（または辛く）感じるか（中学生）

楽しいと感じることの方が多い 楽しいと感じることと辛いと感じることが同じくらい

辛いと感じることの方が多い その他

わからない
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問２１．子育てに関する情報をどこから入手していますか。 

子育てに関する情報の入手先について、小学生・中学生ともに「職場の人や知人・友人」が 74.5%、

76.2％、次いで「インターネット」が 52.0%、49.1%、「自分の親」が 43.2%、41.8%となっていま

す。また、小学生は中学生に比べて「幼稚園・保育所・認定こども園や学校」（20.3％）、「SNS（フェイ

スブック、インスタグラムなど）」（24.8％）が高くなっています。 

(1)全体 

 

  

43.2 

30.4 

74.5 

6.6 

2.2 

17.2 

2.5 

20.3 

3.6 

52.0 

24.8 

3.8 

1.1 

41.8 

29.8 

76.2 

5.1 

2.1 

13.0 

1.4 

12.6 

2.2 

49.1 

18.9 

3.8 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分の親

兄弟姉妹

職場の人や知人・友人

隣近所や民生委員など地域住民

保健福祉センターや市役所などの行政窓口

市の広報誌（広報とやま）

市の子育て支援ウェブサイト「育さぽとやま」など

幼稚園・保育所・認定こども園や学校

子育て支援センター・児童館など

インターネット

SNS（フェイスブック、インスタグラムなど）

その他

無回答

図表2.21.1 子育ての情報の入手先

保護者[小学生] n=2,926 保護者[中学生] n=2,786
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(2)等価世帯収入別 

子育てに関する情報の入手先について、等価世帯収入別にみると、小学生・中学生ともに、いずれの水

準においても「職場の人や知人・友人」が、小学生では、それぞれ 78.6％、73.0％、61.5％、中学生

では、それぞれ 74.9％、74.1％、73.3％と最も高くなっています。 

 

 

  

42.3 

30.9 

78.6 

7.0 

1.4 

16.5 

2.1 

20.2 

3.1 

53.6 

22.9 

3.7 

45.3 

29.2 

73.0 

6.9 

2.3 

18.0 

2.5 

20.8 

3.3 

52.4 

27.7 

3.3 

44.6 

36.4 

61.5 

2.6 

7.2 

20.0 

3.6 

17.9 

8.7 

42.6 

24.6 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分の親

兄弟姉妹

職場の人や知人・友人

隣近所や民生委員など地域住民

保健福祉センターや市役所などの行政窓口

市の広報誌（広報とやま）

市の子育て支援ウェブサイト「育さぽとやま」など

幼稚園・保育所・認定こども園や学校

子育て支援センター・児童館など

インターネット

SNS（フェイスブック、インスタグラムなど）

その他

図表2.21.2.1 等価世帯収入別・子育ての情報の入手先（小学生）

中央値以上

n=1,467

中央値の2分の1以上中央値未満

n=1,036

中央値の2分の1未満

n=195

38.7 

27.4 

74.9 

5.0 

1.6 

12.4 

1.0 

12.0 

1.6 

50.3 

17.5 

3.7 

43.0 

30.0 

74.1 

4.5 

2.5 

12.2 

1.4 

13.0 

2.6 

44.7 

19.3 

3.4 

42.1 

34.4 

73.3 

6.2 

3.1 

17.4 

2.1 

12.8 

2.6 

47.7 

18.5 

5.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分の親

兄弟姉妹

職場の人や知人・友人

隣近所や民生委員など地域住民

保健福祉センターや市役所などの行政窓口

市の広報誌（広報とやま）

市の子育て支援ウェブサイト「育さぽとやま」など

幼稚園・保育所・認定こども園や学校

子育て支援センター・児童館など

インターネット

SNS（フェイスブック、インスタグラムなど）

その他

図表2.21.2.2 等価世帯収入別・子育ての情報の入手先（中学生）

中央値以上

n=1,370

中央値の2分の1以上中央値未満

n=1,014

中央値の2分の1未満

n=214
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(3)世帯別 

子育てに関する情報の入手先について、世帯別にみると、小学生・中学生ともに、いずれの世帯におい

ても「職場の人や知人・友人」が、小学生では、それぞれ 75.3％、68.2％、73.6％、中学生では、そ

れぞれ 71.7％、82.8％、86.8％と最も高くなっています。 
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子育て支援センター・児童館など

インターネット

SNS（フェイスブック、インスタグラムなど）

その他

図表2.21.3.1 世帯別・子育ての情報の入手先（小学生）

ふたり親 n=2,640 ひとり親 n=261 母子世帯 n=220
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その他

図表2.21.3.2 世帯別・子育ての情報の入手先（中学生）

ふたり親 n=2,435 ひとり親 n=373 母子世帯 n=272
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問２２．現在、子育てに関してどのような情報が欲しい、あるいは不足していると感じますか。 

(1)全体 

子育てに関する情報で欲しいもの・不足しているものについて、小学生では「中学校など子どもの進路

や進学に関する情報」が 44.9%と最も高く、次いで「子どもと一緒に外出できる遊び場や施設等の情報」

が 24.2%、「子どもの病気や発育に関する情報」が 20.5%となっています。中学生では「中学校など子

どもの進路や進学に関する情報」が 51.0％と最も高く、次いで「特にない」が 24.4％、「医療機関に関

する情報」が 17.7%となっています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの病気や発育に関する情報

子どもの食事や栄養に関する情報

子どもの遊ばせ方やしつけに関する情報

虐待防止に関する情報

医療機関に関する情報

子育てに関する相談窓口の情報

保育園、保育施設、幼稚園等に関する情報

音楽教室・体育教室などの習い事や塾の情報

小学校に関する情報

中学校など子どもの進路や進学に関する情報

子どもと一緒に外出できる遊び場や施設等の情報

外出先のベビーベッドや授乳スペース等の情報

子育て支援に関する市の施策や事業等に関する情報

ベビーシッターやホームへルパー等に関する情報

サークル等、親同士のネットワークに関する情報

その他

特にない

無回答

図表2.22.1 欲しい・不足している子育ての情報

保護者[小学生] n=2,926 保護者[中学生] n=2,786
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(2)等価世帯収入別 

子育てに関する情報で欲しいもの・不足しているものについて、等価世帯収入別にみると、小学生・中

学生ともに、いずれの水準においても「中学校など子どもの進路や進学に関する情報」が、小学生では、

それぞれ 48.2％、43.1％、36.9％、中学生では、それぞれ 47.6％、52.4％、53.3％と最も高くなっ

ています。また、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の 2分の１未満）」の小学生では、「中央値以

上」に比べて「中学校など子どもの進路や進学に関する情報」が低く、「虐待防止に関する情報」、「子育

てに関する相談窓口の情報」、「子育て支援に関する市の施策や事業等に関する情報」、「特にない」が高く

なっています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子どもの病気や発育に関する情報

子どもの食事や栄養に関する情報

子どもの遊ばせ方やしつけに関する情報

虐待防止に関する情報

医療機関に関する情報

子育てに関する相談窓口の情報

保育園、保育施設、幼稚園等に関する情報

音楽教室・体育教室などの習い事や塾の情報

小学校に関する情報

中学校など子どもの進路や進学に関する情報

子どもと一緒に外出できる遊び場や施設等の情報

外出先のベビーベッドや授乳スペース等の情報

子育て支援に関する市の施策や事業等に関する情報

ベビーシッターやホームへルパー等に関する情報

サークル等、親同士のネットワークに関する情報

その他

特にない

図表2.22.2.1 等価世帯収入別・欲しい・不足している子育ての情報（小学生）

中央値以上 n=1,467 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,036 中央値の2分の1未満 n=195
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特にない

図表2.22.2.2 等価世帯収入別・欲しい・不足している子育ての情報（中学生）

中央値以上 n=1,370 中央値の2分の1以上中央値未満 n=1,014 中央値の2分の1未満 n=214
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(3)世帯別 

子育てに関する情報で欲しいもの・不足しているものについて、世帯別にみると、小学生・中学生とも

に、いずれの世帯においても「中学校など子どもの進路や進学に関する情報」が、小学生では、それぞれ

46.4％、32.6％、35.0％、中学生では、それぞれ 47.7％、57.9％、58.6％と最も高くなっています。 
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ベビーシッターやホームへルパー等に関する情報

サークル等、親同士のネットワークに関する情報

その他
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図表2.22.3.1 世帯別・欲しい・不足している子育ての情報（小学生）

ふたり親 n=2,640 ひとり親 n=261 母子世帯 n=220
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図表2.22.3.2 世帯別・欲しい・不足している子育ての情報（中学生）

ふたり親 n=2,435 ひとり親 n=323 母子世帯 n=272
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問２３．あなたは、現在の暮らしの状況をどのように感じていますか。 

(1)全体 

現在の暮らしの状況をどのように感じているかについて、「大変ゆとりがある」又は「ゆとりがある」

と回答した割合が、小学生が 17.2％、中学生が 13.4％となっています。一方、「苦しい」又は「大変苦

しい」と回答した割合は、小学生が 18.7％、中学生が 24.2％となっています。 

 

 

  

2.4 

1.5 

14.8 

11.9 

63.3 

61.6 

15.4 

19.5 

3.3 

4.7 

0.7 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２３.1.1 現在の暮らしの状況

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答
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n=836

(県)中学生

n=687

図表2.２３.1.2 現在の暮らしの状況[県調査結果]

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 23.現在の暮らしの状況） 

現在の暮らしの状況について、等価世帯収入別にみると、小学生では「苦しい」又は「大変苦しい」と

回答した割合が、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で 45.9％となり、全体

（18.7％）と比較して 27.2㌽高くなっています。 
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図表2.２３.2.1 等価世帯収入別・現在の暮らしの状況(小学生)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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中央値の2分の1未満

n=69

図表2.２３.2.2 等価世帯収入別・現在の暮らしの状況(小学生)[県調査結果]

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 23.現在の暮らしの状況） 

現在の暮らしの状況について、等価世帯収入別にみると、中学生では「苦しい」又は「大変苦しい」と

回答した割合が、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で 54.7％となり、全体

（24.2％）と比較して 30.5㌽高くなっています。 
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図表2.２３.3.1 等価世帯収入別・現在の暮らしの状況(中学生)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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図表2.２３.3.2 等価世帯収入別・現在の暮らしの状況(中学生)[県調査結果]

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 23.現在の暮らしの状況） 

現在の暮らしの状況ついて、世帯別にみると、小学生では、「苦しい」又は「大変苦しい」と回答した

割合は、ひとり親世帯が 41.６％、母子世帯が 42.9％で、ふたり親世帯の 1６.7％と比較して、それぞ

れ 2４.９㌽、26.2㌽高くなっています。 

 

 
  

2.6 

0.8 

0.9 

15.7 

7.8 

8.7 

65.0 

49.8 

47.5 

14.0 

31.9 

33.3 

2.7 

9.7 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,630

ひとり親

n=257

母子世帯

n=219

図表2.２３.4.1 世帯別・現在の暮らしの状況(小学生)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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図表2.２３.4.2 世帯別・現在の暮らしの状況(小学生)[県調査結果]

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 23.現在の暮らしの状況） 

現在の暮らしの状況について、世帯別にみると、中学生では、「苦しい」又は「大変苦しい」と回答し

た割合は、ひとり親世帯が 43.0％、母子世帯が 42.4％で、ふたり親世帯の 21.9％と比較して、それぞ

れ 21.1㌽、20.5㌽高くなっています。 
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1.2 

0.7 

13.0 

5.0 

5.2 

63.6 

50.8 

51.7 

18.3 

29.6 

29.9 

3.6 

13.4 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,426

ひとり親

n=321

母子世帯

n=271

図表2.２３.5.1 世帯別・現在の暮らしの状況(中学生)

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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2.6 

1.6 

18.2 

5.3 

4.7 

62.9 

44.7 

45.3 

15.1 

38.2 

37.5 

2.7 

9.2 

10.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=603

ひとり親

n=76

母子世帯

n=64

図表2.２３.5.2 世帯別・現在の暮らしの状況(中学生)[県調査結果]

大変ゆとりがある ゆとりがある ふつう 苦しい 大変苦しい
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問２４．世帯全体のおおよその年間収入(税込)はいくらですか。 

(1)全体 

世帯全体の年間収入について、小学生では「1,000 万円以上」が 15.0%、次いで「600～700万円

未満」が 13.5%、次いで「５00万円～６00万円未満」が 13.3%となっています。中学生では「1,000

万円以上」が 14.0%、次いで「７00～８00 万円未満」が 13.６%、次いで「600～700 万円未満」

が 12.9%となっています。 
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14.0%
16.0%
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図表2.24.1.1 世帯全体の年間収入

保護者[小学生] n=2,926 保護者[中学生] n=2,786

0.4 0.5 0.5 
1.2 1.4 2.0 2.6 
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12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

図表2.24.1.2 世帯全体の年間収入[県調査結果]

(県)小学生 n=836 (県)中学生 n=687
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(2)等価世帯収入別・保護者（問 24.世帯全体の年間収入） 

世帯全体の年間収入について、等価世帯収入別にみると、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の

２分の１未満）」の割合が、ひとり親世帯では、小学生が 40.4％、中学生が 38.4％となり、全体（7.2％、

8.2％）と比較して、それぞれ 33.2㌽、30.2㌽高くなっています。 

 

 

 

 
 

7.2 

8.9 

8.2 

9.1 

38.4 

40.6 

39.0 

39.1 

54.4 

50.6 

52.7 

51.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生 n=2,698

(県)小学生 n=779

中学生 n=2,598

(県)中学生 n=650

図表2.24.2.1 等価世帯収入の水準（全体）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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5.0 

4.4 

5.6 

37.8 

41.6 

38.0 

38.9 

58.2 

53.4 

57.6 

55.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生 n=2,460

(県)小学生 n=726

中学生 n=2,298

(県)中学生 n=576

図表2.24.2.2 等価世帯収入の水準（ふたり親）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上

40.4 

63.3 

38.4 

39.1 

45.2 

24.5 

46.7 

39.1 

14.3 

12.2 

14.9 

21.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生 n=230

(県)小学生 n=49

中学生 n=289

(県)中学生 n=69

図表2.24.2.3 等価世帯収入の水準（ひとり親）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上

42.8 

69.8 

41.9 

45.8 

45.3 

20.9 

44.7 

35.6 

11.9 

9.3 

13.4 

18.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学生 n=230

(県)小学生 n=43

中学生 n=289

(県)中学生 n=59

図表2.24.2.4 等価世帯収入の水準（母子世帯）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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(3)母親の学歴別・等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 24.世帯全体の年間収入） 

世帯全体の年間収入について、母親の学歴別・等価世帯収入別にみると、小学生では、「もっとも収入

の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」の割合が、母親の学歴が「中学まで」の場合は 18.2％、

「高校まで」の場合は 11.6％となっており、「短大、高専、専門学校まで」（6.7％）、「大学またはそれ

以上」（2.8％）の場合と比較して高くなっています。 

 

 

  

18.2 

11.6 

6.7 

2.8 

23.9 

48.1 

51.7 

38.7 

27.1 

37.0 

33.8 

36.8 

54.7 

70.1 

39.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで

n=77

高校まで

n=606

短大、高専、専門学校

まで n=1,169

大学またはそれ以上

n=800

いない・分からない・

無回答 n=46

図表2.24.3.1 母親の学歴別・等価世帯収入の水準（小学生）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上

41.2 

9.3 

2.5 

3.9 

77.5 

35.3 

50.7 

43.3 

36.2 

12.5 

23.5 

40.0 

54.3 

59.8 

10.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで

n=17

高校まで

n=140

短大、高専、専門学校

まで n=326

大学またはそれ以上

n=254

いない・分からない・

無回答 n=40

図表2.24.3.2 母親の学歴別・等価世帯収入の水準（小学生）[県調査結果]

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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(4)父親の学歴別・等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 24.世帯全体の年間収入） 

世帯全体の年間収入について、父親の学歴別・等価世帯収入別にみると、小学生では、「もっとも収入

の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」の割合が、父親の学歴が「中学まで」の場合は 19.6％、

「高校まで」の場合は 6.9％となっており、「短大、高専、専門学校まで」（6.7％）、「大学またはそれ以

上」（2.5％）の場合と比較して高くなっています。 

 

 

  

19.6 

6.9 

6.7 

2.5 

40.8 

51.4 

47.6 

43.3 

29.3 

43.5 

29.0 

45.5 

50.0 

68.1 

15.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで

n=107

高校まで

n=670

短大、高専、専門学校

まで n=556

大学またはそれ以上

n=1,218

いない・分からない・

無回答 n=147

図表2.24.4.1 父親の学歴別・等価世帯収入の水準（小学生）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上

28.0 

8.1 

4.4 

2.8 

63.3 

44.0 

59.0 

43.6 

32.7 

24.5 

28.0 

32.9 

51.9 

64.5 

12.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで

n=25

高校まで

n=161

短大、高専、専門学校

まで n=181

大学またはそれ以上

n=361

いない・分からない・

無回答 n=49

図表2.24.4.2 父親の学歴別・等価世帯収入の水準（小学生）[県調査結果]

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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(5)母親の学歴別・等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 24.世帯全体の年間収入） 

世帯全体の年間収入について、母親の学歴別・等価世帯収入別にみると、中学生では、「もっとも収入

の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」の割合が、母親の学歴が「中学まで」の場合は 21.8％、

「高校まで」の場合は 11.4％となっており、「短大、高専、専門学校まで」（7.8％）、「大学またはそれ

以上」（4.4％）の場合と比較して高くなっています。 

 

 

  

21.8 

11.4 

7.8 

4.4 

12.0 

51.3 

48.7 

39.3 

27.8 

50.0 

26.9 

39.9 

52.9 

67.8 

38.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで

n=78

高校まで

n=604

短大、高専、専門学校

まで n=1,180

大学またはそれ以上

n=686

いない・分からない・

無回答 n=50

図表2.24.5.1 母親の学歴別・等価世帯収入の水準（中学生）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上

25.0 

18.5 

9.0 

3.3 

0.0 

50.0 

46.8 

42.7 

25.5 

64.3 

25.0 

34.7 

48.3 

71.2 

35.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで

n=4

高校まで

n=124

短大、高専、専門学校

まで n=323

大学またはそれ以上

n=184

いない・分からない・

無回答 n=14

図表2.24.5.2 母親の学歴別・等価世帯収入の水準（中学生）[県調査結果]

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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(6)父親の学歴別・等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 24.世帯全体の年間収入） 

世帯全体の年間収入について、父親の学歴別・等価世帯収入別にみると、小学生では、「もっとも収入

の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」の割合が、父親の学歴が「中学まで」の場合は 12.6％、

「高校まで」の場合は 7.5％となっており、「短大、高専、専門学校まで」（5.6％）、「大学またはそれ以

上」（3.4％）の場合と比較して高くなっています。 

 

 

  

12.6 

7.5 

5.6 

3.4 

45.9 

52.1 

44.0 

41.3 

32.4 

40.7 

35.3 

48.5 

53.1 

64.2 

13.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中学まで

n=119

高校まで

n=723

短大、高専、専門学校

まで n=572

大学またはそれ以上

n=1,012

いない・分からない・

無回答 n=172

図表2.24.6.1 父親の学歴別・等価世帯収入の水準（中学生）

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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42.2 
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28.9 

39.1 

40.0 

46.4 

40.0 

68.7 

18.8 
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中学まで

n=20

高校まで

n=140

短大、高専、専門学校
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大学またはそれ以上
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いない・分からない・

無回答 n=64

図表2.24.6.2 父親の学歴別・等価世帯収入の水準（中学生）[県調査結果]

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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(7)家庭での使用言語別・等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 24.世帯全体の年間収入） 

世帯全体の年間収入ついて、家庭での使用言語別・等価世帯収入別にみると、小学生では、「もっとも

収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」の割合が、「日本語以外の言語も使用しているが、日本

語の方が多い」または「日本語以外の言語を使うことが多い」場合は 30.0％となっており、「日本語の

みを使用している」場合（6.5％）と比較して高くなっています。 

 

 

  

6.5 

30.0 

38.4 

35.7 

55.1 

34.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本語のみを使用している

n=2,570

「日本語以外の言語も使用しているが、

日本語の方が多い」または

「日本語以外の言語を使うことが多い」n=70

図表2.２4.7.1 言語使用状況別・等価世帯収入の水準(小学生)

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上

8.9 

13.3 

40.6 

40.0 

50.6 

46.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本語のみを使用している

n=757

「日本語以外の言語も使用しているが、

日本語の方が多い」または

「日本語以外の言語を使うことが多い」n=15

図表2.２4.7.2 言語使用状況別・等価世帯収入の水準(小学生)[県調査結果]

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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(8)家庭での使用言語別・等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 24.世帯全体の年間収入） 

世帯全体の年間収入ついて、家庭での使用言語別・等価世帯収入別にみると、中学生では、「もっとも

収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」の割合が、「日本語以外の言語も使用しているが、日本

語の方が多い」または「日本語以外の言語を使うことが多い」場合は 15.6％となっており、「日本語の

みを使用している」場合（8.1％）と比較して高くなっています。 

 

 

  

8.1 

15.6 

38.8 

46.9 

53.1 

37.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本語のみを使用している

n=2,479

「日本語以外の言語も使用しているが、

日本語の方が多い」または

「日本語以外の言語を使うことが多い」n=64

図表2.２4.8.1 言語使用状況別・等価世帯収入の水準(中学生)

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上

8.8 

37.5 

39.0 

50.0 

52.3 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

日本語のみを使用している

n=639

「日本語以外の言語も使用しているが、

日本語の方が多い」または

「日本語以外の言語を使うことが多い」n=8

図表2.２4.8.2 言語使用状況別・等価世帯収入の水準(中学生)[県調査結果]

中央値の2分の1未満 中央値の2分の1以上中央値未満 中央値以上
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問２５．あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料が買えないこと

がありましたか。ただし、嗜好品(しこうひん)は含みません。 

(1)全体 

食料が買えないことがあったかについて、「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」の合計は、

小学生が 11.0％、中学生が 12.4％となっています。また小学生（11.0％）、中学生（12.4％）ともに、

県調査（7.8％、7.6％）と比較して高くなっています。 
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1.2 

3.3 

3.4 

6.7 

7.8 
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86.6 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２５.1.1 食料が買えないことがあったか

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答

0.5 

0.3 

1.9 

2.5 

5.4 

4.8 

91.9 

92.3 

0.4 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=687

図表2.２５.1.2 食料が買えないことがあったか[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 25.食料が買えないことがあったか） 

食料が買えないことがあったかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「よくあった」「とき

どきあった」「まれにあった」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で

は 41.5％で、全体（11.0％）と比較して 30.5㌽高くなっています。また、県調査（20.2％）と比較

して高くなっています。 
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10.2 

20.0 
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84.0 

58.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,467

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,036

中央値の2分の1未満

n=195

図表2.２5.2.1 等価世帯収入別・食料が買えないことがあったか(小学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった

0.3 
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0.8 

2.5 

7.2 

2.5 

6.3 

11.6 

96.7 

90.8 

79.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=393

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=315

中央値の2分の1未満

n=69

図表2.２5.2.2 等価世帯収入別・食料が買えないことがあったか

(小学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 25.食料が買えないことがあったか） 

食料が買えないことがあったかについて、等価世帯収入別にみると、中学生では、「よくあった」「とき

どきあった」「まれにあった」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で

は 40.6％で、全体（12.4％）と比較して 28.2㌽高くなっています。また県調査（27.2％）と比較し

て高くなっています。 
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n=1,368

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,014

中央値の2分の1未満

n=212

図表2.２5.3.1 等価世帯収入別・食料が買えないことがあったか(中学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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n=336

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=253

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.２5.3.2 等価世帯収入別・食料が買えないことがあったか

(中学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 25.食料が買えないことがあったか） 

食料が買えないことがあったかについて、世帯別にみると、小学生では、「よくあった」「ときどきあっ

た」「まれにあった」の合計は、ひとり親世帯では 28.5％、母子世帯では 27.7％で、全体（11.0％）

と比較して、それぞれ 17.5㌽、16.7㌽高くなっています。また、ひとり親世帯、母子世帯ともに、県

調査（22.6％、21.2％）と比較して高くなっています。 
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ひとり親

n=256

母子世帯

n=217

図表2.２5.4.1 世帯別・食料が買えないことがあったか(小学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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母子世帯

n=48

図表2.２5.4.2 世帯別・食料が買えないことがあったか(小学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 25.食料が買えないことがあったか） 

食料が買えないことがあったかについて、世帯別にみると、中学生では、「よくあった」「ときどきあっ

た」「まれにあった」の合計は、ひとり親世帯では 27.1％、母子世帯では 26.9％で、全体（12.4％）

と比較して、それぞれ 14.7㌽、14.5㌽高くなっています。また、ひとり親世帯、母子世帯ともに、県

調査（20.0％、18.8％）と比較して高くなっています。 
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図表2.２5.5.1 世帯別・食料が買えないことがあったか(中学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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ひとり親

n=75

母子世帯

n=64

図表2.２5.5.2 世帯別・食料が買えないことがあったか(中学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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問２６．あなたの世帯では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣服が買えないこと

がありましたか。ただし、高価な衣服や貴金属(ききんぞく)・宝飾品(ほうしょくひん)は含みま

せん。 

(1)全体 

衣服が買えないことがあったかについて、「よくあった」「ときどきあった」「まれにあった」の合計は、

小学生が 12.5％、中学生が 14.8％となっています。また小学生（12.5％）、中学生（14.8％）ともに、

県調査（9.8％、10.9％）と比較して高くなっています。 
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1.4 

3.5 

4.2 

7.9 

9.2 

86.9 

84.3 

0.6 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２６.1.1 衣服が買えないことがあったか

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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1.0 

2.5 

2.5 

6.9 

7.4 

90.0 

88.9 

0.2 

0.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=687

図表2.２６.1.2 衣服が買えないことがあったか[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった 無回答
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 26.衣服が買えないことがあったか） 

衣服が買えないことがあったかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「よくあった」「とき

どきあった」「まれにあった」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」」で

は 40.0％で、全体（12.5％）と比較して 27.5㌽高くなっています。また県調査（28.9％）と比較し

て高くなっています。 
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中央値以上

n=1,467

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,035

中央値の2分の1未満

n=195

図表2.２6.2.1 等価世帯収入別・衣服が買えないことがあったか(小学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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n=393

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=316

中央値の2分の1未満

n=69

図表2.２6.2.2 等価世帯収入別・衣服が買えないことがあったか

(小学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 26.衣服が買えないことがあったか） 

衣服が買えないことがあったかについて、等価世帯収入別にみると、中学生では、「よくあった」「とき

どきあった」「まれにあった」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で

は 41.4％で、全体（14.8％）と比較して 26.6㌽高くなっています。また県調査（33.9％）と比較し

て高くなっています。 
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中央値の2分の1以上
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図表2.２6.3.1 等価世帯収入別・衣服が買えないことがあったか(中学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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n=336
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中央値未満 n=254

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.２6.3.2 等価世帯収入別・衣服が買えないことがあったか

(中学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 26.衣服が買えないことがあったか） 

衣服が買えないことがあったかについて、世帯別にみると、小学生では、「よくあった」「ときどきあっ

た」「まれにあった」の合計は、ひとり親世帯では 30.3％、母子世帯では 30.7％で、全体（12.5％）

と比較して、それぞれ 17.8㌽、18.2㌽高くなっています。また、ひとり親世帯、母子世帯ともに、県

調査（34.0％、29.7％）と比較して大きな違いはありませんでした。 
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図表2.２6.4.1 世帯別・衣服が買えないことがあったか(小学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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図表2.２6.4.2 世帯別・衣服が買えないことがあったか(小学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 26.衣服が買えないことがあったか） 

衣服が買えないことがあったかについて、世帯別にみると、中学生では、「よくあった」「ときどきあっ

た」「まれにあった」の合計は、ひとり親世帯では 29.3％、母子世帯では 29.8％で、全体（14.8％）

と比較して、それぞれ 14.5㌽、15.0㌽高くなっています。また、県調査（30.2％、31.3％）と比較

してひとり親世帯、母子世帯ともに大きな違いはありませんでした。 
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図表2.２6.5.1 世帯別・衣服が買えないことがあったか(中学生)

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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図表2.２6.5.2 世帯別・衣服が買えないことがあったか(中学生)[県調査結果]

よくあった ときどきあった まれにあった まったくなかった
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問２７．あなたの世帯では、過去１年の間に、次の料金について、経済的な理由で未払いになったことが

ありましたか。 

(1)全体 

各料金について未払いがあったかについて、小学生・中学生ともに「いずれか 1 つ以上該当」が 4.5%、

5.1%となっており、県調査（2.5％、2.2％）と比較して高くなっています。 
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あてはまる
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無回答

図表2.2７.1.1 各料金について未払いがあったか

保護者[小学生] n=2,926 保護者[中学生] n=2,786
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いずれか1つ

以上該当

図表2.2７.1.2 各料金について未払いがあったか[県調査結果]

(県)小学生 n=832 (県)中学生 n=686
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(2)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 27.各料金について未払いがあったか） 

各料金について未払いがあったかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「いずれか１つ以

上該当」が、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で 19.0％となっており、全体

（4.5％）と比較して 14.5 ㌽高くなっています。また、県調査（10.1％）と比較して高くなっていま

す。 
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図表2.2７.2.1 等価世帯収入別・各料金未払い (小学生)

中央値以上

n=1,467

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,036

中央値の2分の1未満

n=195
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図表2.2７.2.2 等価世帯収入別・各料金未払い (小学生)[県調査結果]

中央値以上

n=393

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=314

中央値の2分の1未満

n=69
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(3)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 27.各料金について未払いがあったか） 

各料金について未払いがあったかについて、等価世帯収入別にみると、中学生では、「いずれか１つ以

上該当」が、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で 17.8％となっており、全体

（5.1％）と比較して 12.7㌽高くなっています。また、県調査（5.1％）と比較して高くなっています。 
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図表2.2７.3.1 等価世帯収入別・各料金未払い (中学生)

中央値以上

n=1,370

中央値の2分の1以上
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中央値の2分の1未満
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図表2.2７.3.2 等価世帯収入別・各料金未払い (中学生)[県調査結果]

中央値以上

n=337
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中央値の2分の1未満
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(4)世帯別・保護者[小学生]（問 27.各料金について未払いがあったか） 

各料金について未払いがあったかについて、世帯別にみると、小学生では、「いずれか１つ以上該当」

が、ひとり親世帯で 12.6％、母子世帯で 11.4％となっており、全体（4.5％）と比較して、それぞれ

8.1㌽、6.9㌽高くなっています。また、県調査（13.2％、12.8％）と比較して大きな違いはありませ

んでした。 
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図表2.2７.4.1 世帯別・各料金未払い (小学生)
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水道料金

いずれか1つ

以上該当

図表2.2７.4.2 世帯別・各料金未払い (小学生)[県調査結果]

ふたり親

n=774

ひとり親

n=53

母子世帯

n=47
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(5)世帯別・保護者[中学生]（問 27.各料金について未払いがあったか） 

各料金について未払いがあったかについて、世帯別にみると、中学生では、「いずれか１つ以上該当」

が、ひとり親世帯で 13.6％、母子世帯で 13.2％となっており、全体（5.1％）と比較して、それぞれ 

8.５㌽、8.1㌽高くなっています。また、県調査（2.7％、3.1％）と比較して高くなっています。 
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図表2.2７.5.1 世帯別・各料金未払い （中学生)
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図表2.2７.5.2 世帯別・各料金未払い (中学生)[県調査結果]
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問２８．次の a)～f)の質問について、この１か月間のあなたの気持ちはどのようでしたか。 

a) 神経過敏に感じた 

(1)全体 

この 1 ヶ月間に神経過敏に感じたかについて、小学生・中学生ともに「まったくない」が 50.4％、

50.0％と最も高くなっています。また、「いつも」「たいてい」の合計は、小学生では 7.8％、中学生で

は 7.2％となっています。 

 
  

3.0 

2.6 

4.8 

4.6 

17.6 

18.8 

20.9 
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[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２8.a.1 神経過敏に感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答
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(2)等価世帯収入別（問 28.a 神経過敏に感じた） 

この 1 ヶ月間に神経過敏に感じたかについて、等価世帯収入別にみると、「いつも」「たいてい」の合

計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、小学生・中学生ともに 13.5％

となっています。全体（7.8％、7.2％）と比較すると小学生では 5.7㌽、中学生では 6.3㌽高くなって

います。 
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3.5 
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中央値以上

n=1,435

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,010

中央値の2分の1未満

n=185

図表2.２8.a.2.1 等価世帯収入別・神経過敏に感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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n=1,337

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=983

中央値の2分の1未満

n=200

図表2.２8.a.2.2 等価世帯収入別・神経過敏に感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない



187 

 

(3)世帯別（問 28.a 神経過敏に感じた） 

この 1 ヶ月間に神経過敏に感じたかについて、世帯別にみると、小学生では、「いつも」「たいてい」

の合計は、ひとり親世帯では 13.４％、母子世帯では 13.5％となっています。全体（7.8％）と比較す

ると、ひとり親世帯では 5.6㌽、母子世帯では 5.7㌽高くなっています。中学生では、「いつも」「たい

てい」の合計は、ひとり親世帯では 10.0％、母子世帯では 10.6％となっています。全体（7.２％）と

比較すると、ひとり親世帯では 2.8㌽、母子世帯では 3.4㌽高くなっています。 
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ふたり親

n=2,555

ひとり親

n=245

母子世帯

n=208

図表2.２8.a.3.1 世帯別・神経過敏に感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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図表2.２8.a.3.2 世帯別・神経過敏に感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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b) 絶望的だと感じた 

(1)全体 

この 1ヶ月間に絶望的だと感じたかについて、小学生・中学生ともに、「まったくない」が 71.5％、

69.9％と最も高くなっています。また、「いつも」「たいてい」の合計は、小学生では 3.3％、中学生で

は 3.8％となっています。 
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13.1 

13.3 

71.5 

69.9 
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保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２8.b.1 絶望的だと感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答
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(2)等価世帯収入別（問 28.b 絶望的だと感じた） 

この 1 ヶ月間に絶望的だと感じたかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「いつも」「た

いてい」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、小学生 10.3％、

中学生 8.8％となっています。全体（3.3％、3.8％）と比較すると、小学生では 7.0㌽、中学生では 5.0

㌽高くなっています。 
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19.0 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,426

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=987

中央値の2分の1未満

n=184

図表2.２8.b.2.1 等価世帯収入別・絶望的だと感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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12.4 
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中央値未満 n=974

中央値の2分の1未満

n=193

図表2.２8.b.2.2 等価世帯収入別・絶望的だと感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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(3)世帯別（問 28. b 絶望的だと感じた） 

この 1 ヶ月間に絶望的だと感じたかについて、世帯別にみると、小学生では、「いつも」「たいてい」

の合計は、ひとり親世帯では 9.4％、母子世帯では 9.7％となっています。全体（3.3％）と比較すると、

ひとり親世帯では 6.1㌽、母子世帯では 6.4㌽高くなっています。中学生では、「いつも」「たいてい」

の合計は、ひとり親世帯では 5.8％、母子世帯では 5.2％となっています。全体（3.8％）と比較すると、

ひとり親世帯では 2.0㌽、母子世帯では 1.4㌽高くなっています。 
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ひとり親
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母子世帯

n=207

図表2.２8.b.3.1 世帯別・絶望的だと感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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ひとり親
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図表2.２8.b.3.2 世帯別・絶望的だと感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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c) そわそわ、落ち着かなく感じた 

(1)全体 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、小学生・中学生ともに、「まったくない」が 58.0％、

57.3％と最も高くなっています。また、「いつも」「たいてい」の合計は、小学生では 4.7％、中学生で

は 3.7％となっています。 
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[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２8.c.1 そわそわ、落ち着かなく感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答
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(2)等価世帯収入別（問 28. c そわそわ、落ち着かなく感じた） 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「いつも」「た

いてい」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、小学生 12.3％、

中学生 5.8％となっています。全体（4.7％、3.7％）と比較すると、小学生では 7.6㌽、中学生では 2.1

㌽高くなっています。 
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14.2 
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中央値未満 n=970

中央値の2分の1未満

n=179

図表2.２8.c.2.1 等価世帯収入別・そわそわ、落ち着かなく感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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中央値の2分の1未満
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図表2.２8.c.2.2 等価世帯収入別・そわそわ、落ち着かなく感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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(3)世帯別（問 28. c そわそわ、落ち着かなく感じた） 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、世帯別にみると、小学生では、「いつも」「たいてい」

の合計は、ひとり親世帯では 10.6％、母子世帯では 10.0％となっています。全体（4.7％）と比較する

と、ひとり親世帯では 5.9㌽、母子世帯では 5.3㌽高くなっています。中学生では、「いつも」「たいて

い」の合計は、ひとり親世帯では 4.1％、母子世帯では 4.0％となっています。全体（3.7％）と比較す

ると、ほとんど差はありませんでした。 
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図表2.２8.c.3.1 世帯別・そわそわ、落ち着かなく感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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図表2.２8.c.3.2 世帯別・そわそわ、落ち着かなく感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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d) 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた 

(1)全体 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、小学生・中学生ともに、「まったくない」が 51.9％、

50.1％と最も高くなっています。また、「いつも」「たいてい」の合計は、小学生では 5.7％、中学生で

は 5.6％となっています。 
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図表2.２8.d.1 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答
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(2)等価世帯収入別（問 28. d 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた） 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「いつも」「た

いてい」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、小学生 1６.3％、

中学生 9.2％となっています。全体（5.7％、5.6％）と比較すると、小学生では 10.6 ㌽、中学生では

3.6㌽高くなっています。 
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中央値の2分の1以上

中央値未満 n=959

中央値の2分の1未満

n=178

図表2.２8.d.2.1 等価世帯収入別・気分が沈み込んで、

何が起こっても気が晴れないように感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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図表2.２8.d.2.2 等価世帯収入別・気分が沈み込んで、

何が起こっても気が晴れないように感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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(3)世帯別（問 28. d 気分が沈み込んで、何が起こっても気が晴れないように感じた） 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、世帯別にみると、小学生では、「いつも」「たいてい」

の合計は、ひとり親世帯では 14.4％、母子世帯では 14.5％となっています。全体（5.7％）と比較する

と、ひとり親世帯では 8.7㌽、母子世帯では 8.8㌽高くなっています。中学生では、「いつも」「たいて

い」の合計は、ひとり親世帯では 7.9％、母子世帯では 7.6％となっています。全体（5.6％）と比較す

ると、ひとり親世帯では 2.3㌽、母子世帯では 2.0㌽高くなっています。 
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図表2.２8.d.3.1 世帯別・気分が沈み込んで、

何が起こっても気が晴れないように感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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図表2.２8.d.3.2 世帯別・気分が沈み込んで、

何が起こっても気が晴れないように感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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e) 何をするのも面倒だと感じた 

(1)全体 

この 1ヶ月間に何をするのも面倒だと感じたかについて、小学生・中学生ともに、「まったくない」が、

34.4％、33.0％と最も高くなっています。また、「いつも」「たいてい」の合計は、小学生では 10.9％、

中学生では 11.0％となっています。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２8.e.1 何をするのも面倒だと感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答
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(2)等価世帯収入別（問 28. e 何をするのも面倒だと感じた） 

この 1ヶ月間に何をするのも面倒だと感じたかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「い

つも」「たいてい」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、小学生

20.7％、中学生 19.7％となっています。全体（10.9％、11.0％）と比較すると、小学生では 9.8㌽、

中学生では 8.7㌽高くなっています。 

 

 

  

2.7 

4.4 

9.8 

6.8 

7.8 

10.9 

21.8 

21.3 

27.0 

32.4 

31.3 

26.4 

36.4 

35.3 

25.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,374

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=953

中央値の2分の1未満

n=174

図表2.２8.e.2.1 等価世帯収入別・何をするのも面倒だと感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない

2.9 

4.7 

4.4 

5.8 

7.8 

15.3 

21.2 

24.1 

26.2 

33.0 

30.5 

24.0 

37.0 

32.8 

30.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,265

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=932

中央値の2分の1未満

n=183

図表2.２8.e.2.2 等価世帯収入別・何をするのも面倒だと感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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(3)世帯別（問 28. e 何をするのも面倒だと感じた） 

この 1ヶ月間に何をするのも面倒だと感じたかについて、世帯別にみると、小学生では、「いつも」「た

いてい」の合計は、ひとり親世帯では 20.1％、母子世帯では 21.4％となっています。全体（10.9％）

と比較すると、ひとり親世帯では 9.2㌽、母子世帯では 10.5㌽高くなっています。中学生では、「いつ

も」「たいてい」の合計は、ひとり親世帯では 12.2％、母子世帯では 12.7％となっています。全体（11.0％）

と比較すると、ひとり親世帯では 1.2㌽、母子世帯では 1.7㌽高くなっています。 

 

 

 

 

  

3.4 

9.4 

10.7 

6.9 

10.7 

10.7 

21.6 

23.1 

24.9 

32.1 

27.8 

26.9 

36.0 

29.1 

26.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,425

ひとり親

n=234

母子世帯

n=197

図表2.２8.e.3.1 世帯別・何をするのも面倒だと感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない

3.9 

3.5 

3.3 

7.3 

8.7 

9.4 

22.4 

28.0 

29.1 

31.5 

28.0 

27.5 

35.0 

31.8 

30.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,216

ひとり親

n=286

母子世帯

n=244

図表2.２8.e.3.2 世帯別・何をするのも面倒だと感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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f) 自分は価値のない人間だと感じた 

(1)全体 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、小学生・中学生ともに、「まったくない」が、67.1％、

65.6％と最も高くなっています。また、「いつも」「たいてい」の合計は、小学生では 5.3％、中学生で

は 5.5％となっています。 

 

  

2.3 

2.3 

3.0 

3.2 

9.0 

10.0 

15.1 

14.7 

67.1 

65.6 

3.5 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２8.f.1 自分は価値のない人間だと感じた

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない 無回答
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(2)等価世帯収入別（問 28. f 自分は価値のない人間だと感じた） 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、等価世帯収入別にみると、小学生では、「いつも」「た

いてい」の合計は、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、小学生 14.7％、

中学生 8.8％となっています。全体（5.3％、5.5％）と比較すると、小学生では 9.4㌽、中学生では 3.3

㌽高くなっています。 

 

 

  

1.5 

2.7 

7.1 

2.1 

3.7 

7.6 

8.2 

10.2 

11.2 

15.3 

15.0 

20.6 

72.9 

68.4 

53.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,356

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=931

中央値の2分の1未満

n=170

図表2.２8.f.2.1 等価世帯収入別・自分は価値のない人間だと感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない

1.2 

3.3 

4.4 

2.9 

3.3 

4.4 

8.9 

10.5 

21.4 

14.8 

16.0 

14.3 

72.2 

67.0 

55.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,242

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=915

中央値の2分の1未満

n=182

図表2.２8.f.2.2 等価世帯収入別・自分は価値のない人間だと感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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(3)世帯別（問 28. f 自分は価値のない人間だと感じた） 

この 1ヶ月間に落ち着かなく感じたかについて、世帯別にみると、小学生では、「いつも」「たいてい」

の合計は、ひとり親世帯では 13.8％、母子世帯では 13.2％となっています。全体（5.3％）と比較する

と、ひとり親世帯では 8.5㌽、母子世帯では 7.9㌽高くなっています。中学生では、「いつも」「たいて

い」の合計は、ひとり親世帯では 7.4％、母子世帯では 6.6％となっています。全体（5.5％）と比較す

ると、ひとり親世帯では 1.9㌽、母子世帯では 1.1㌽高くなっています。 

 

 

  

2.0 

5.6 

6.1 

2.5 

8.2 

7.1 

8.9 

11.7 

13.3 

15.4 

18.2 

17.9 

71.2 

56.3 

55.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,382

ひとり親

n=231

母子世帯

n=196

図表2.２8.f.3.1 世帯別・自分は価値のない人間だと感じた（小学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない

2.2 

3.5 

2.9 

3.2 

3.9 

3.7 

9.8 

17.3 

17.8 

15.0 

20.1 

19.8 

69.9 

55.3 

55.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,177

ひとり親

n=284

母子世帯

n=242

図表2.２8.f.3.2 世帯別・自分は価値のない人間だと感じた（中学生）

いつも たいてい ときどき 少しだけ まったくない
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 (4)全体（K6スコア) 

「保護者の心理的な状態」に関して、「Ｋ６」と呼ばれる指標を把握するための６つの項目 a)～f)を設

定しました。この６つの調査項目の結果を足し合わせて、Ｋ６のスコアを算出した（０～24 点）。合計

13 点以上の場合、「うつ・不安障害相当」となります。 

保護者の心理状態（K6スコア）について、小学生・中学生ともに、「0～4」が 60.6%、60.4%と最

も高く、次いで「5～9」が 21.7%、21.7％、「13以上」が 7.2%、7.4%となっています。 

 

 

  

60.6 

60.4 

21.7 

21.7 

7.2 

7.2 

7.2 

7.4 

3.2 

3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.２8.4.1 保護者の心理的な状態(K6スコア)

0～4 5～9 10～12 13以上 不明・無回答

56.9 

55.7 

27.0 

23.6 

7.7 

11.1 

8.0 

8.7 

0.4 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=687

図表2.２8.4.2 保護者の心理的な状態(K6スコア)[県調査結果]

0～4 5～9 10～12 13以上 不明・無回答
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(5)等価世帯収入別・保護者[小学生]（問 28.保護者の心理状態 K6スコア) 

保護者の心理状態（K6スコア）について、等価世帯収入別にみると、小学生では、「13以上」が「も

っとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で 17.8%となっています。全体（7.2％）と比

較すると、10.6㌽高くなっています。 

 

 

  

66.3 

59.8 

49.7 

21.9 

22.9 

22.2 

6.1 

9.1 

10.3 

5.7 

8.1 

17.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,435

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,011

中央値の2分の1未満

n=185

図表2.２8.5.1 等価世帯収入別・保護者の心理的な状態(小学生・K6スコア)

0～4 5～9 10～12 13以上

63.7 

53.3 

40.6 

25.9 

28.6 

30.4 

5.8 

9.8 

10.1 

4.6 

8.3 

18.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=394

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=315

中央値の2分の1未満

n=69

図表2.２8.5.2 等価世帯収入別・保護者の心理的な状態(小学生・K6スコア)

[県調査結果]

0～4 5～9 10～12 13以上
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(6)等価世帯収入別・保護者[中学生]（問 28.保護者の心理状態 K6スコア) 

保護者の心理状態（K6スコア）について、等価世帯収入別にみると、中学生では、「13以上」が「も

っとも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」で 4.9%となっています。全体（7.4％）と比較

すると 2.5 ㌽低く、「中央値以上」（7.9%）、「中央値の２分の１以上中央値未満」（8.１%）よりも低く

なっています。また、県調査（22.0%）と比較すると 17.1㌽低くなっています。 

 

 

  

62.7 

62.5 

59.0 

22.0 

21.7 

29.8 

7.4 

7.7 

6.3 

7.9 

8.1 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,327

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=983

中央値の2分の1未満

n=205

図表2.２8.6.1 等価世帯収入別・保護者の心理的な状態(中学生・K6スコア)

0～4 5～9 10～12 13以上

60.4 

53.4 

40.7 

24.1 

24.7 

25.4 

9.2 

12.7 

11.9 

6.3 

9.2 

22.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=336

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=251

中央値の2分の1未満

n=59

図表2.２8.6.2 等価世帯収入別・保護者の心理的な状態(中学生・K6スコア)

[県調査結果]

0～4 5～9 10～12 13以上
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(7)世帯別・保護者[小学生]（問 28.保護者の心理状態 K6スコア) 

保護者の心理状態（K6スコア）について、世帯別にみると、小学生では、「13 以上」がひとり親世帯

で 15.5%、母子世帯で 15.4%となっています。全体（7.2%）と比較すると、それぞれ 8.3㌽、8.2㌽

高くなっています。 

 

 

  

63.9 

50.6 

49.0 

22.4 

20.8 

21.6 

7.0 

13.1 

13.9 

6.7 

15.5 

15.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,568

ひとり親

n=245

母子世帯

n=208

図表2.２8.7.1 世帯別・保護者の心理的な状態(小学生・K6スコア)

0～4 5～9 10～12 13以上

58.4 

42.6 

43.8 

27.0 

27.8 

25.0 

7.2 

11.1 

12.5 

7.4 

18.5 

18.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=774

ひとり親

n=54

母子世帯

n=48

図表2.２8.7.2 世帯別・保護者の心理的な状態(小学生・K6スコア)[県調査結果]

0～4 5～9 10～12 13以上
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(8)世帯別・保護者[中学生]（問 28.保護者の心理状態 K6スコア) 

保護者の心理状態（K6スコア）について、世帯別にみると、中学生では、「13 以上」がひとり親世帯

で 7.1%、母子世帯で 6.9%となっています。全体（7.4%）、ふたり親世帯（7.7%）と比較して、同程

度となっています。 

 

 

 

  

62.6 

60.6 

59.8 

22.4 

23.4 

23.0 

7.3 

9.0 

10.3 

7.7 

7.1 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=2,357

ひとり親

n=312

母子世帯

n=261

図表2.２8.8.1 世帯別・保護者の心理的な状態(中学生・K6スコア)

0～4 5～9 10～12 13以上

57.9 

42.1 

39.1 

23.3 

28.9 

28.1 

11.0 

13.2 

14.1 

7.8 

15.8 

18.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ふたり親

n=601

ひとり親

n=76

母子世帯

n=64

図表2.２8.8.2 世帯別・保護者の心理的な状態(中学生・K6スコア)[県調査結果]

0～4 5～9 10～12 13以上
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問２９．全体として、あなたは最近の生活に、どのくらい満足していますか。「0」（まったく満足してい

ないから「10」（十分に満足している）の数字で答えてください。 

(1)全体 

最近の生活満足度について、「6～10」（満足度が高い方の回答）と回答した割合は、小学生が 67.0％、

中学生が 61.7%となっています。また、「０～４」（満足度が低い方の回答）と回答した割合は、小学生

が 16.2%、中学生が 18.4%となっています。 

 

  

1.1 

1.5 

1.2 

1.5 

2.4 

2.4 

5.1 

6.4 

6.4 

6.6 

15.6 

18.5 

9.4 

9.8 

17.2 

15.2 

22.1 

20.6 

8.9 

8.3 

9.4 

7.8 

1.2 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.29.1 生活満足度

0：まったく満足

していない

1 2 3 4 5：普通 6 7 8 9 10：十分に満足

している

無回答
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(2)等価世帯収入別（問 29.生活満足度） 

生活満足度について、等価世帯収入別にみると、「０～４」（満足度が低い方の回答）と回答した割合が、

「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の 2分の 1 未満）」では、小学生が 35.5%、中学生が 41.6%

となっています。また、全体（16.2%、18.4%）と比較すると、それぞれ 19.3㌽、23.2㌽高くなっ

ています。 

 

 

 

  

0.3 

1.1 

6.8 

0.8 

1.6 

2.1 

1.2 

3.7 

5.7 

3.8 

6.2 

11.5 

5.2 

7.8 

9.4 

12.2 

19.0 

20.3 

9.1 

10.6 

8.3 

19.5 

15.5 

9.9 

26.6 

19.5 

12.0 

10.2 

7.7 

6.3 

11.1 

7.5 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,457

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,031

中央値の2分の1未満

n=192

図表2.29.2.1 等価世帯収入別・生活満足度（小学生）

0：まったく満足

していない

1 2 3 4 5：普通 6 7 8 9 10：十分に満足

している

1.0 

1.0 

3.8 

0.7 

2.1 

4.7 

1.2 

2.9 

7.1 

5.2 

6.5 

14.2 

5.0 

8.3 

11.8 

15.5 

21.6 

23.2 

9.1 

10.6 

9.5 

16.7 

16.2 

7.1 

25.1 

18.2 

9.5 

11.2 

6.2 

3.3 

9.3 

6.4 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央値以上

n=1,361

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,008

中央値の2分の1未満

n=211

図表2.29.2.2 等価世帯収入別・生活満足度（中学生）

0：まったく満足

していない

1 2 3 4 5：普通 6 7 8 9 10：十分に満足

している
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(3)世帯別（問 29.生活満足度） 

生活満足度について、世帯別にみると、「０～４」（満足度が低い方の回答）と回答した割合が、小学生

では、ひとり親世帯・母子世帯ともに 33.8％となっています。また、全体（16.2%）と比較すると、

17.6㌽高くなっています。中学生では、ひとり親世帯で 30.7%、母子世帯で 30.6%となっています。

また、全体（18.4%）と比較すると、それぞれ 12.3㌽、12.2㌽高くなっています。 
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図表2.29.3.1 世帯別・生活満足度（小学生）

0：まったく満足

していない

1 2 3 4 5：普通 6 7 8 9 10：十分に満足

している
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図表2.29.3.2 世帯別・生活満足度（中学生）

0：まったく満足

していない

1 2 3 4 5：普通 6 7 8 9 10：十分に満足

している
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問３０．あなたのご家庭では、次の支援制度をこれまでに利用したことがありますか。 

また、「利用したことがない」場合、その理由は何ですか。 

a) 就学援助 

就学援助を利用したことがあるかについて、小学生・中学生では「利用したことがない」がそれぞれ

89.1%、87.2%、「現在利用している」が 6.0%、7.6%、「現在利用していないが、以前利用したこと

がある」が 2.5％、2.6％となっています。 

また利用しない理由としては、小学生・中学生ともに「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だ

と思うから」が 82.9%、82.0%となっています。 
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89.1 

87.2 

2.4 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.30.a.1 就学援助

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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6.1 
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91.1 

90.1 

1.9 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=836

図表2.30.a.2 就学援助[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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12.4 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答

図表2.30.a.3 就学援助を利用しない理由

保護者[小学生] n=2,607 保護者[中学生] n=2,430
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b) 生活保護 

生活保護を利用したことがあるかについて、小学生・中学生では「利用したことがない」がそれぞれ

96.2%、95.4%、「現在利用している」が 0.3%、0.2%、「現在利用していないが、以前利用したこと

がある」が 0.1％、0.3％となっています。 

また利用しない理由としては、小学生・中学生ともに「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だ

と思うから」が 83.1%、82.5%となっています。 
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n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.30.b.1 生活保護

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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97.5 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=836

図表2.30.b.2 生活保護[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答

図表2.30.b.3 生活保護を利用しない理由

保護者[小学生] n=2,815 保護者[中学生] n=2,659
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c) 生活困窮者の自立支援相談窓口 

生活困窮者の自立支援相談窓口を利用したことがあるかについて、小学生・中学生では「利用したこと

がない」がそれぞれ 95.9%、95.2%、「現在利用していないが、以前利用したことがある」が 0.5%、

0.5%、「現在利用している」が 0.2%、0.2%となっています。 

また利用しない理由としては、小学生・中学生ともに「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だ

と思うから」がそれぞれ 81.8%、81.3%となっています。 

 

 

 
  

0.2 

0.2 

0.5 

0.5 

95.9 

95.2 

3.4 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

保護者

[小学生]

n=2,926

保護者

[中学生]

n=2,786

図表2.30.c.1 生活困窮者の自立支援相談窓口

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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98.0 
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1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=836

図表2.30.c.2 生活困窮者の自立支援相談窓口[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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13.4 
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13.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答

図表2.30.c.3 生活困窮者の自立支援相談窓口を利用しない理由

保護者[小学生] n=2,805 保護者[中学生] n=2,652
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d) 児童扶養手当 

児童扶養手当を利用したことがあるかについて、小学生・中学生では「利用したことがない」がそれぞ

れ 88.6%、86.2%、「現在利用している」が 7.0%、7.6%、「現在利用していないが、以前利用したこ

とがある」が 2.1%、2.9%となっています。 

また利用しない理由としては、小学生・中学生ともに「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だ

と思うから」がそれぞれ 84.0%、83.2%となっています。 
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図表2.30.d.1 児童扶養手当

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=836

図表2.30.d.2 児童扶養手当[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから
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支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答

図表2.30.d.3 児童扶養手当を利用しない理由

保護者[小学生] n=2,592 保護者[中学生] n=2,402
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e) 母子家庭等就業・自立支援センター 

母子家庭等就業・自立支援センターを利用したことがあるかについて、小学生・中学生では「利用した

ことがない」がそれぞれ 95.1%、94.1%、「現在利用していないが、以前利用したことがある」が 1.4%、

1.6%、「現在利用している」が 0.1%、0.2%となっています。 

また利用しない理由としては、小学生・中学生ともに「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だ

と思うから」がそれぞれ 81.3%、80.1%となっています。 
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図表2.30.e.1 母子家庭等就業・自立支援センター

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(県)小学生

n=836

(県)中学生

n=836

図表2.30.e.2 母子家庭等就業・自立支援センター[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

無回答

図表2.30.e.3 母子家庭等就業・自立支援センター

保護者[小学生] n=2,782 保護者[中学生] n=2,622
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(1) 全体 

支援制度の利用状況について、「利用したことがない」と回答した割合が、全ての支援制度で最も高く

なっており、県の調査と大きな違いはありませんでした。 
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児童扶養手当
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母子家庭等就業・自立

支援センター n=2,926

図表2.30.1.1 支援制度の利用状況(小学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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支援センター n=836

図表2.30.1.2 支援制度の利用状況(小学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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図表2.30.1.3 支援制度の利用状況(中学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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図表2.30.1.4 支援制度の利用状況(中学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない 無回答
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(2) 等価世帯収入が「中央値の２分の１以上中央値未満」の場合の支援制度の利用状況 

保護者[小学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

等価世帯収入が「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の場合、「現在利用している」と回答した割合

は、小学生では「就学援助」が 7.8％、「児童扶養手当」が 7.5％となっています。その他の支援制度は、

ほとんど利用されていません。 
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母子家庭等就業・自立
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図表2.30.2.1 支援制度の利用状況(小学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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母子家庭等就業・自立

支援センター n=311

図表2.30.2.2 支援制度の利用状況(小学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(3) 等価世帯収入が「中央値の２分の１以上中央値未満」の場合の支援制度の利用状況 

保護者[中学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

等価世帯収入が「中央値の 2 分の 1 以上中央値未満」の場合、「現在利用している」と回答した割合

は、中学生では「就学援助」が 9.1％、「児童扶養手当」が 6.5％となっています。その他の支援制度は、

ほとんど利用されていません。 
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母子家庭等就業・自立

支援センター n=973

図表2.30.3.1 支援制度の利用状況(中学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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相談窓口 n=249

児童扶養手当
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母子家庭等就業・自立

支援センター n=248

図表2.30.3.2 支援制度の利用状況(中学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(4) 等価世帯収入が「中央値の２分の１未満」の場合の支援制度の利用状況 

保護者[小学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の場合、全ての支援制度で「現在利用している」が、全体

と比較して高くなっていますが、特に、小学生では「就学援助」43.8％（全体 6.0％）、「児童扶養手当」

が 42.6％（全体 7.0％）と高くなっています。 
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図表2.30.4.1 支援制度の利用状況(小学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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支援センター n=66

図表2.30.4.2 支援制度の利用状況(小学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(5) 等価世帯収入が「中央値の２分の１未満」の場合の支援制度の利用状況 

保護者[中学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

等価世帯収入が「中央値の 2分の 1未満」の場合、全ての支援制度で「現在利用している」が、全体

と比較して高くなっていますが、特に、中学生では「就学援助」が 47.3％（全体 7.6％）、「児童扶養手

当」が 48.3％（全体 7.6％）と高くなっています。 

 

 

  

47.3 

1.0 

0.5 

48.3 

1.5 

5.3 

0.5 

2.6 

2.0 

8.2 

47.3 

98.5 

96.9 

49.8 

90.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学援助

n=207

生活保護

n=194

生活困窮者の自立支援

相談窓口 n=195

児童扶養手当

n=203

母子家庭等就業・自立

支援センター n=194

図表2.50.5.1 支援制度の利用状況(中学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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図表2.30.5.2 支援制度の利用状況(中学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(6)世帯状況が「ひとり親世帯」の場合の支援制度の利用状況・保護者[小学生] 

（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯が「ひとり親世帯」の場合、全ての支援制度で「現在利用している」が、全体と比較して高くなっ

ていますが、特に、小学生では「就学援助」が 38.2％（全体 6.0％）、「児童扶養手当」が 55.1％（全

体 7.0％）と高くなっています。 
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図表2.30.6.1 支援制度の利用状況(小学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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図表2.30.6.2 支援制度の利用状況(小学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(7)世帯状況が「ひとり親世帯」の場合の支援制度の利用状況・保護者[中学生] 

（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯が「ひとり親世帯」の場合、全ての支援制度で「現在利用している」が、全体と比較して高くなっ

ていますが、特に、中学生では「就学援助」が 46.1％（全体 7.6％）、「児童扶養手当」が 49.5％（全

体 7.6％）と高くなっています。 
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図表2.30.7.1 支援制度の利用状況(中学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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図表2.30.7.2 支援制度の利用状況(中学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(8)世帯状況が「母子世帯」の場合の支援制度の利用状況・保護者[小学生] 

（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯が「母子世帯」の場合、全ての支援制度で「現在利用している」が、全体と比較して高くなってい

ますが、特に、小学生では「就学援助」が 42.0％（全体 6.0％）、「児童扶養手当」が 60.7％（全体 7.0％）、

と高くなっています。 
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図表2.30.8.1 支援制度の利用状況(小学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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図表2.30.8.2 支援制度の利用状況(小学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(9)世帯状況が「母子世帯」の場合の支援制度の利用状況・保護者[中学生] 

（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯が「母子世帯」の場合、全ての支援制度で「現在利用している」が、全体と比較して高くなってい

ますが、特に、中学生では「就学援助」が 50.8％（全体 7.6％）、「児童扶養手当」が 53.1％（全体 7.6％）、

と高くなっています。 
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図表2.30.9.1 支援制度の利用状況(中学生)

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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図表2.30.9.2 支援制度の利用状況(中学生)[県調査結果]

現在利用している 現在利用していないが、以前利用したことがある 利用したことがない
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(10)支援制度を利用しない理由（全体） 

各支援制度を利用していない理由について回答した割合は、小学生・中学生ともに、「制度の対象外（収

入等の条件を満たさない）だと思うから」が、すべての支援制度で最も高い理由となっています。 
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図表2.30.10.1 支援制度を利用しない理由(小学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由 無回答
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図表2.30.10.2 支援制度を利用しない理由(中学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから

利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由 無回答
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(11) 等価世帯収入が「中央値の２分の１以上中央値未満」の場合の支援制度を利用しない理由 

等価世帯収入が「中央値の２分の１以上中央値未満」の場合、各支援制度を利用しない理由について回

答した割合は、小学生・中学生ともに、「制度の対象外（収入等の条件を満たさない）だと思うから」が、

すべての支援制度で最も高い理由となっています。 
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図表2.30.11.1 支援制度を利用しない理由(小学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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図表2.30.11.2 支援制度を利用しない理由(中学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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(12) 等価世帯収入が「中央値の２分の１未満」の場合の支援制度を利用しない理由 

保護者[小学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

等価世帯収入が「中央値の２分の 1 未満」の場合、各支援制度を利用しない理由について回答した割

合は、小学生では、「利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから」と「利用したいが、手続

がわからなかったり、利用しにくいから」の合計が、「就学援助」は 12.8%、「生活困窮者の自立支援相

談窓口」は 11.0%、「母子家庭等就業・自立支援センター」は 10.3%となっています。。 
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図表2.30.12.1 支援制度を利用しない理由(小学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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図表2.30.12.2 支援制度を利用しない理由(小学生）[県調査結果]

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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(13) 等価世帯収入が「中央値の２分の１未満」の場合の支援制度を利用しない理由 

保護者[中学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

等価世帯収入が「中央値の２分の 1 未満」の場合、各支援制度を利用しない理由について回答した割

合は、中学生では、「利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから」と「利用したいが、手続

がわからなかったり、利用しにくいから」の合計が、「就学援助」は 13.7%、「生活困窮者の自立支援相

談窓口」は 9.3%、「母子家庭等就業・自立支援センター」は 9.8%となっています。 
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図表2.30.13.1 支援制度を利用しない理由(中学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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図表2.30.13.2 支援制度を利用しない理由(中学生）[県調査結果]

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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(14)世帯状況が「ひとり親世帯」の場合の支援制度を利用しない理由 

保護者[小学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯状況が「ひとり親世帯」の場合、各支援制度を利用しない理由について回答した割合は、小学生で

は「利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから」と「利用したいが、手続がわからなかった

り、利用しにくいから」の合計が、「就学援助」は 9.8%、「母子家庭等就業・自立支援センター」は 11.5%

となっています。 
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生活困窮者の自立支援

相談窓口 n=169

児童扶養手当

n=72

母子家庭等就業・自立

支援センター n=164

図表2.30.14.1 支援制度を利用しない理由(小学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由

75.0 

92.3 

76.9 

84.2 

52.6 

15.0 

0.0 

12.8 

0.0 

23.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

5.0 

0.0 

2.6 

0.0 

7.9 

5.0 

7.7 

7.7 

15.8 

10.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

就学援助

n=20

生活保護

n=39
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母子家庭等就業・自立

支援センター n=38

図表2.30.14.2 支援制度を利用しない理由(小学生）[県調査結果]

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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(15)世帯状況が「ひとり親世帯」の場合の支援制度を利用しない理由 

保護者[中学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯状況が「ひとり親世帯」の場合、各支援制度を利用しない理由について回答した割合は、中学生で

は、「利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから」と「利用したいが、手続がわからなかっ

たり、利用しにくいから」の合計が、「就学援助」は 12.0%、「母子家庭等就業・自立支援センター」は

7.9%となっています。 
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図表2.30.15.1 支援制度を利用しない理由(中学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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母子家庭等就業・自立

支援センター n=60

図表2.30.15.2 支援制度を利用しない理由(中学生）[県調査結果]

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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(16)世帯状況が「母子世帯」の場合の支援制度を利用しない理由 

保護者[小学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯状況が「母子世帯」の場合、各支援制度を利用しない理由について回答した割合は、「利用したい

が、今までこの支援制度を知らなかったから」と「利用したいが、手続がわからなかったり、利用しにく

いから」の合計が、「就学援助」は 7.7%「母子家庭等就業・自立支援センター」は 12.4%となっていま

す。 
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母子家庭等就業・自立
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図表2.30.16.1 支援制度を利用しない理由(小学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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n=34

生活困窮者の自立支援

相談窓口 n=34

児童扶養手当

n=14

母子家庭等就業・自立

支援センター n=33

図表2.30.16.2 支援制度を利用しない理由(小学生）[県調査結果]

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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(17)世帯状況が「母子世帯」の場合の支援制度を利用しない理由 

保護者[中学生]（問 30.各支援制度の利用状況） 

世帯状況が「母子世帯」の場合、各支援制度を利用しない理由について回答した割合は、中学生では、

「利用したいが、今までこの支援制度を知らなかったから」と「利用したいが、手続がわからなかったり、

利用しにくいから」の合計が、「就学援助」は 12.5%、「母子家庭等就業・自立支援センター」は 9.3%

となっています。 
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図表2.30.17.1 支援制度を利用しない理由(中学生）

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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生活困窮者の自立支援

相談窓口 n=55

児童扶養手当

n=24

母子家庭等就業・自立

支援センター n=50

図表2.30.17.2 支援制度を利用しない理由(中学生）[県調査結果]

制度の対象外（収入等の条件

を満たさない）だと思うから

利用はできるが、特に利用

したいと思わなかったから

利用したいが、今までこの

支援制度を知らなかったから
利用したいが、手続がわから

なかったり、利用しにくいから

それ以外の理由
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問３1．富山市の子育てに関する施策の中で今後さらに充実して欲しいと思う施策は何ですか。 

(1)全体 

富山市の子育てに関する施策の中で今後充実して欲しいと思う施策について、小学生では、「遊び場や

住環境整備の取組」が 34.2%と最も高く、次いで「子育てに関する経済的支援」が 32.6%、「小児医療

体制」が 25.4%となっています。中学生では、「子育てに関する経済的支援」が 30.3%と最も高く、次

いで「雇用環境の整備」が 22.5%となっています。 
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安全な子育て環
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子育てに関する経済的支援

ワーク・ライフ・バランス

の意識づくりに関する取組

雇用環境の整備

子育て支援に

関する情報発信

子育てに関する手

続きのデジタル化

その他

無回答

図表2.31.1 充実して欲しいと思う施策

保護者[小学生] n=2,926 保護者[中学生] n=2,786
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(2)等価世帯収入別 

富山市の子育てに関する施策の中で今後充実して欲しいと思う施策について、等価世帯収入別にみる

と、小学生・中学生ともに、「もっとも収入の水準が低い世帯（中央値の 2分の 1未満）」では、「ひとり

親家庭等への支援」が 38.5％、40.7％、「子育てに関する経済的支援」が 38.5％、39.3％と「中央値

以上」の世帯と比較して高くなっています。また小学生では、「子育てに関する相談体制」（21.5％）、「教

育に関する相談体制」（24.1％）、「障害児施策」（16.4％）も他の水準と比較して高くなっています。 
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関する情報発信

子育てに関する手

続きのデジタル化

その他

図表2.31.2.1 等価世帯収入別・充実して欲しいと思う施策（小学生）

中央値以上

n=1,467

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,036

中央値の2分の1未満

n=195



236 

 

 

  

12.3 

20.6 

4.9 

9.5 

5.7 

9.6 

6.7 

20.9 

19.8 

13.1 

21.2 

6.7 

6.9 

12.4 

24.7 

19.0 

22.2 

11.7 

16.4 

6.3 

12.6 

18.9 

3.4 

8.4 

5.3 

11.2 

5.1 

21.0 

21.4 

12.2 

19.0 

4.6 

14.0 

9.8 

36.9 

13.5 

24.9 

15.8 

16.9 

5.7 

11.7 

19.2 

4.7 

6.5 

4.2 

7.5 

3.7 

15.0 

15.0 

10.7 

16.4 

4.2 

40.7 

7.5 

39.3 

11.7 

19.6 

14.5 

15.9 

7.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子育てに関する相談体制

教育に関する相談体制

男女共同参画に関する取組

保育所・保育園等

の保育サービス

幼稚園等の幼児

教育や学校教育

家庭や地域における子育

て環境向上に関する取組

妊娠期や出産期の

母子保健サービス

小児医療体制

遊び場や住環

境整備の取組

安全な子育て環

境に関する取組

青少年期の心と体の健

康づくりに関する取組

要保護児童等の支援

ひとり親家庭等への支援

障害児施策
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その他

図表2.31.2.2 等価世帯収入別・充実して欲しいと思う施策（中学生）

中央値以上

n=1,370

中央値の2分の1以上

中央値未満 n=1,014

中央値の2分の1未満

n=214
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(3)世帯別 

富山市の子育てに関する施策の中で今後充実して欲しいと思う施策について、世帯別にみると、小学

生・中学生ともに、ひとり親世帯では「ひとり親家庭等への支援」が 65.9％、83.1％、「子育てに関す

る経済的支援」が 37.9％、34.1％とふたり親世帯に比較して高くなっています。 
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続きのデジタル化

その他

図表2.31.3.1 世帯別・充実して欲しいと思う施策（小学生）

ふたり親 n=2,640 ひとり親 n=261 母子世帯 n=220
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子育てに関する手
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その他

図表2.31.3.2 世帯別・充実して欲しいと思う施策（中学生）

ふたり親 n=2,435 ひとり親 n=323 母子世帯 n=272
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問３２．子育ての相談をする手段として、どのような方法を希望しますか。 

(1)全体 

子育ての相談をする手段として希望する方法について、小学生・中学生ともに、「対面で相談（直接会

って）」が 43.4%、42.5%と最も高く、次いで「SNSやチャットで相談」が 25.5%、25.6%、「電話

で相談」が 17.9%、17.1%となっています。 

 

 

  

43.4 

42.5 

17.9 

17.1 

6.7 

6.7 

25.5 

25.6 

2.2 
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[小学生]

n=2,926
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n=2,786

図表2.32.1 希望する子育て相談の手段

対面で相談（直接会って） 電話で相談 オンラインで相談

（ＺＯＯＭなど）

ＳＮＳやチャットで相談 その他 無回答
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(2)等価世帯収入別 

希望する悩み事の相談方法について、等価世帯収入別にみると、「もっとも収入の水準が低い世帯（中

央値の２分の１未満）」では、「対面で相談（直接会って）」と回答した割合が、小学生は 51.1％、中学生

は 41.7％となり、全体（43.4％、42.5％）と比較して、小学生は高く、中学生はやや低くなっていま

す。また、「SNS やチャットで相談」と回答した割合は、小学生は 21.7％、中学生は 29.6％となり、

全体（25.5％、25.6％）と比較して、小学生は低く、中学生は高くなっています。 
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n=184

図表2.32.2.1 等価世帯収入別・希望する子育て相談の手段（小学生）

対面で相談（直接会って） 電話で相談 オンラインで相談

（ＺＯＯＭなど）

ＳＮＳやチャットで相談 その他
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41.7 
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17.7 

20.6 

7.9 
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25.9 
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中央値の2分の1未満
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図表2.32.2.2 等価世帯収入別・希望する子育て相談の手段（中学生）

対面で相談（直接会って） 電話で相談 オンラインで相談

（ＺＯＯＭなど）

ＳＮＳやチャットで相談 その他
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(3)世帯別 

希望する悩み事の相談方法について、世帯別にみると、ひとり親世帯では、「対面で相談（直接会って）」

と回答した割合が、小学生は 43.5％、中学生は 41.7％となり、全体（43.4％、42.5％）と同程度と

なっています。また、「SNS やチャットで相談」と回答した割合は、小学生は 31.0％、中学生は 29.5％

となり、全体（25.5％、25.6％）と比較して高くなっています。 
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図表2.32.3.1 世帯別・希望する子育て相談の手段（小学生）

対面で相談（直接会って） 電話で相談 オンラインで相談

（ＺＯＯＭなど）

ＳＮＳやチャットで相談 その他
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図表2.32.3.2 世帯別・希望する子育て相談の手段（中学生）

対面で相談（直接会って） 電話で相談 オンラインで相談

（ＺＯＯＭなど）

ＳＮＳやチャットで相談 その他
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問３４．お住まいの地域における子育ての環境や支援への満足度についてお答えください。 

(1)全体 

子育ての環境や支援への満足度について、満足度が高いと考えている方（「高い」と「やや高い」の合

計）は、小学生が 21.3％、中学生が 17.0％、満足度が低いと考えている方（「低い」と「やや低い」の

合計）は、小学生が 26.2％、中学生が 29.1％と、満足度が低いと考えている方が上回っています。 
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図表2.34.1 子育て環境・支援への満足度

低い やや低い ふつう やや高い 高い 無回答
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(2)等価世帯収入別 

子育ての環境や支援への満足度について、等価世帯収入別にみると、満足度が低いと考えている方（「低

い」と「やや低い」の合計）は、全体では小学生が 26.2％、中学生が 29.1％であったのに対し、「もっ

とも収入の水準が低い世帯（中央値の２分の１未満）」では、小学生が 42.8％、中学生が 35.3％と高く

なっています。 
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図表2.34.2.1 等価世帯収入別・子育て環境・支援への満足度（小学生）

低い やや低い ふつう やや高い 高い
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図表2.34.2.2 等価世帯収入別・子育て環境・支援への満足度（中学生）

低い やや低い ふつう やや高い 高い
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(3)世帯別 

子育ての環境や支援への満足度について、世帯別にみると、満足度が低いと考えている方（「低い」と

「やや低い」の合計）は、全体では小学生が 26.2％、中学生が 29.1％であったのに対し、ひとり親世

帯では、小学生が 39.8％、中学生が 38.2％と高くなっています。 
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図表2.34.3.1 世帯別・子育て環境・支援への満足度（小学生）
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図表2.34.3.2 世帯別・子育て環境・支援への満足度（中学生）
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